
民
主
党
の
成
立

二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
後
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向
と
「
革
新
」
的
保
守
新
党
樹
立
運
動

三

」

譲

二

【
要
約
】
　
一
九
四
七
年
中
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
を
用
意
し
た
変
革
情
勢
は
、
同
年
四
月
二
五
日
の
第
二
三
回
総
選
挙
を
経
て
、
中
道
連
立
片
山
内
閣
の
誕
生

へ
と
収
敏
し
て
い
っ
た
。
小
論
は
、
こ
の
政
治
過
程
を
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
後
か
ら
第
二
三
回
総
選
挙
前
ま
で
に
限
定
し
て
解
明
し
た
。
そ
の
際
、
と
く

に
、
焦
点
を
当
て
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
連
合
国
最
高
司
令
官
（
S
C
A
P
）
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向
と
保
守
勢
力
の
動
向
と
い
う
二
つ
の
問
題
で

あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
変
革
情
勢
の
波
を
緩
和
し
、
加
え
て
門
三
月
危
機
」
に
対
処
す
る
た
め
に
、
吉

田
内
閣
に
代
わ
り
、
極
右
と
極
左
を
排
し
た
「
中
道
」
の
枠
組
み
の
中
に
「
統
制
経
済
政
策
」
を
実
施
し
う
る
政
権
の
誕
生
を
望
ん
で
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
日
本
進
歩
党
内
に
お
い
て
保
守
「
革
新
」
運
動
を
積
み
上
げ
て
き
た
犬
養
健
を
要
と
す
る
進
歩
党
少
壮
派
が
、

二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
後
、
同
派
を
母
体
に
政
治
グ
ル
ー
プ
新
進
会
を
結
成
し
て
第
三
次
連
立
工
作
に
乗
り
出
し
、
工
作
の
挫
折
後
は
、
曲
折
を
経
つ
つ
、
犬

養
健
や
田
本
自
国
党
政
務
調
査
会
長
芦
田
均
ら
と
と
も
に
、
「
革
新
」
的
保
守
新
党
樹
立
運
動
を
展
開
し
、
一
九
四
七
年
三
月
三
一
日
の
民
主
党
結
成
に

向
か
う
過
程
を
辿
っ
た
。
「
中
道
」
と
「
修
正
資
本
主
義
」
を
標
榜
す
る
保
守
中
道
政
党
と
し
て
民
主
党
が
成
立
し
た
こ
と
は
、
二
・
～
ゼ
ネ
ス
ト
後
の

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向
が
現
実
化
す
る
条
件
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
二
巻
五
号
　
〔
九
九
九
年
九
月

民主党の成立（三三川）

は
　
じ
　
め
　
に

～
九
四
七
年
二
月
一
日
に
計
画
さ
れ
た
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
そ
の
前
日
に
上
せ
ら
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
禁
止
命
令
に
よ
っ
て
収
束
し
た
。

し
か
し
、
ゼ
ネ
ス
ト
禁
止
命
令
は
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
至
っ
て
最
大
の
高
揚
を
み
せ
た
戦
後
変
革
情
勢
そ
の
も
の
を
鎮
め
た
も
の
で
は
な
か

（669）1



つ
た
。
周
知
の
よ
う
に
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
の
誘
因
と
も
な
っ
た
自
進
保
守
連
立
吉
田
内
閣
の
石
橋
財
政
の
基
調
は
維
持
さ
れ
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
高
進
は
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
～
方
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
へ
と
突
き
進
ん
だ
労
働
運
動
は
、
全
日
本
産
業
別
労
働
組
合
会
議
、

日
本
労
働
組
合
総
同
盟
、
国
鉄
労
働
組
合
総
連
合
、
日
本
労
働
組
合
会
議
、
全
国
公
共
団
体
職
員
労
働
組
合
連
合
会
、
全
官
公
庁
職
員
労
働
組

合
協
議
会
以
下
の
主
要
労
働
組
合
を
束
ね
て
、
同
年
三
月
一
〇
日
、
そ
の
規
模
四
四
〇
万
人
余
の
全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
（
全
労
連
）
の

結
成
へ
と
向
か
っ
た
。
ゼ
ネ
ス
ト
禁
止
命
令
が
下
っ
た
後
も
変
革
情
勢
が
終
息
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
巷
間
に
は
日
本

経
済
に
つ
い
て
の
「
三
月
危
機
」
説
が
流
布
さ
れ
、
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
。
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
変
革
情
勢
の
存
続
が
、

「
吉
田
内
閣
打
倒
」
「
民
主
人
民
政
府
樹
立
」
と
い
っ
た
体
制
変
革
要
求
を
再
度
前
面
に
押
し
出
し
た
り
、
極
度
の
政
治
的
混
乱
を
惹
起
し
た

り
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
を
用
意
し
た
変
革
情
勢
は
、
同
年
四
月
二
五
日
の
第
二
三
回
総
選
挙

を
経
て
、
中
道
連
立
片
山
内
閣
の
誕
生
へ
と
収
敏
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
空
前
の
変
革
情
勢
を
ひ
と
ま
ず
は
安
定
的
な
政
治
秩

序
の
形
成
へ
と
変
え
て
い
っ
た
こ
の
過
程
と
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
従
来
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
後
か
ら
片
山
内
閣
の
成
立
に
い
た
る
政
治
過
程
は
、
二
月
七
日
に
公
表
さ
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
総
選
挙
施
行
命
令

が
政
党
再
編
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
こ
で
誕
生
し
た
諸
政
党
が
、
第
二
三
回
総
選
挙
後
、
日
本
社
会
党
を
中
心
に
、
連
立
を
め
ぐ
る
妥
協
と
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
駆
け
引
き
を
行
い
な
が
ら
新
政
権
に
た
ど
り
着
く
過
程
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
最
近
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
片
山
・
芦
田
中
道
政

権
に
関
す
る
労
作
は
、
こ
の
過
程
に
触
れ
、
G
H
Q
文
書
を
活
用
し
て
G
H
Q
民
政
局
（
G
s
）
が
社
会
党
へ
の
期
待
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
明
ら
か
に
し
た
り
、
同
年
二
月
六
日
に
結
成
さ
れ
た
経
済
復
興
会
議
が
望
ん
だ
政
権
の
樹
立
と
い
う
早
し
い
視
角
で
と
ら
え
た
り
す
る
な
ど

の
薪
機
軸
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
一
里
心
ネ
ス
ト
後
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
、
分
析
の
中
心
軸
を
社
会
党

に
据
つ
つ
そ
の
実
相
を
相
当
の
程
度
ま
で
精
細
に
解
明
す
る
と
い
う
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
射

ず
、
こ
の
過
程
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
に
、
こ
の
時
期
の
連
合
国
最
高
司
令
官
（
S
C
A
P
）
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向
の
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
ま
で
の
研
究

2 （670）



民主党の成立（ヨの

で
は
社
会
党
と
直
接
接
触
を
持
っ
た
G
S
の
意
向
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
も
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
占
領
統
治
下
日
本
の
事
実
上
の
最
高
権
力
者
と
も
称
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
占
領
改
革
を
主
導
し
た
G
S
と
い

え
ど
も
こ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向
に
沿
っ
て
統
括
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向

の
解
明
は
占
領
政
治
史
の
全
般
に
わ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
占
領
軍
の
干
渉
が
公
然
と
な
さ
れ
た
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
よ
う
な

変
革
期
の
政
治
過
程
の
叙
述
に
あ
た
っ
て
は
と
り
わ
け
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
変
革
情
勢
は
占
領
改
革
と
い
う
決
定
的
な

枠
を
は
め
ら
れ
な
が
ら
醸
成
さ
れ
た
。
逆
か
ら
雷
え
ば
、
S
C
A
P
で
あ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
体
制
変
革
を
回
避
し
な
が
ら
も
同
時
に
改
革

を
も
続
行
で
き
る
安
定
的
政
治
秩
序
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
を
背
負
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、

こ
の
時
ど
の
よ
う
な
政
治
的
な
枠
組
み
を
設
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
枠
組
み
の
中
に
ど
の
よ
う
な
政
権
の
誕
生
を
待
望
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
小
論
の
第
一
の
関
心
は
こ
の
こ
と
に
あ
る
。

　
い
ま
一
つ
は
、
保
守
勢
力
の
動
向
の
問
題
で
あ
る
。
右
に
触
れ
た
研
究
は
、
そ
の
焦
点
を
主
に
変
革
を
推
し
進
め
る
側
に
位
置
し
た
社
会
党

に
当
て
て
お
り
、
変
革
を
受
け
止
め
る
側
に
置
か
れ
た
保
守
勢
力
の
動
向
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
詳
細
な
叙
述
を
施
し
て
い
る
と
は
轡
い
難
い
。

ま
さ
に
「
作
用
の
裏
に
は
反
作
用
が
あ
る
」
（
今
津
晃
『
ア
メ
リ
カ
独
立
の
光
と
騎
』
清
水
書
院
、
一
九
八
四
年
、
二
七
頁
）
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
歴

史
上
の
ど
の
よ
う
な
変
革
期
で
あ
れ
、
そ
の
様
相
を
全
体
に
お
い
て
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
変
革
の
「
主
体
」
と
「
客
体
」
の
双
方
が
照
射
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
二
筋
ゼ
ネ
ス
ト
変
革
期
の
研
究
に
あ
た
っ
て
も
そ
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
か
っ
て
発
表
し
た
小
稿
に
て
指
摘
し
た
が
、
そ
の
視
点
は
小
論
に
お
い
て
も
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
保
守
勢
力
が
二
・

一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
変
革
情
勢
に
対
応
し
て
示
し
た
自
己
「
革
新
」
（
刷
新
・
変
容
）
過
程
の
帰
結
を
見
届
け
た
い
。

　
小
論
は
、
従
前
の
研
究
が
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
っ
た
以
上
の
二
つ
の
問
題
を
、
一
一
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
後
か
ら
第
二
三
回
総
選
挙
前
ま
で
の
時
期

に
限
定
し
て
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
一
九
四
六
年
の
第
九
〇
議
会
か
ら
一
九
四
七
年
の
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト

変
革
期
に
至
る
ま
で
の
期
間
に
、
修
正
資
本
主
義
と
い
う
政
綱
理
念
と
社
会
党
と
の
提
携
と
い
う
政
権
構
想
を
掲
げ
て
日
本
進
歩
党
内
に
お
い

3 （671）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
展
開
さ
れ
た
保
守
「
革
薪
」
運
動
の
様
相
を
解
明
し
て
き
た
。
小
論
の
一
方
の
課
題
で
あ
る
保
守
勢
力
の
動
向
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
二
・

一
ゼ
ネ
ス
ト
後
、
進
歩
党
が
自
ら
進
め
て
き
た
党
内
「
革
新
」
運
動
を
質
的
に
飛
躍
さ
せ
、
一
九
四
七
年
三
月
三
　
日
に
民
主
党
の
成
立
に
た

ど
り
着
く
ま
で
の
過
程
、
す
な
わ
ち
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
準
急
ピ
ッ
チ
で
展
開
さ
れ
た
犬
養
健
を
要
と
す
る
進
歩
党
少
壮
派
と
日
本
自
由
党
政
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

調
査
会
長
芦
田
均
ら
の
「
革
新
」
的
保
守
新
党
樹
立
運
動
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

4　（672）

　
付
記
　
本
文
中
、
『
朝
日
新
聞
東
京
本
社
版
』
、
騨
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
版
』
、
『
読
売
新
聞
匝
、
『
日
本
経
済
新
聞
魅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、

日
経
と
略
記
し
、
ま
た
進
藤
榮
一
・
下
河
辺
元
春
編
纂
噌
芦
田
均
日
記
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
と
同
書
所
収
の
「
付
　
手
帳
日
記
」
及
び

石
橋
湛
田
『
湛
山
日
記
隔
（
財
団
法
雨
・
石
橋
湛
山
記
念
財
団
、
｝
九
七
四
年
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
芦
田
、
芦
田
手
帳
、
湛
由
と
略
記
す
る
。

①
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
信
夫
清
三
郎
『
戦
後
日
本
政
治
史
…
九
四
五

　
～
一
九
五
二
年
　
n
　
冷
戦
と
占
領
政
策
の
転
換
』
（
勤
草
書
…
房
、
｝
九
六
六
年
）

　
四
八
九
一
五
八
四
頁
、
木
下
威
『
片
山
内
閣
史
論
－
連
立
政
権
問
題
を
中
心
に

　
1
漉
（
法
律
文
化
社
、
　
九
八
二
年
）
六
九
～
一
〇
四
頁
、
升
味
準
之
輔
『
戦

　
後
政
治
　
一
九
四
五
－
五
五
年
輪
上
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
一
三

　
五
一
二
四
一
，
頁
、
同
『
日
本
政
治
史
4
　
占
領
改
革
、
自
解
党
支
瀧
輪
（
東
京
大

　
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
～
〇
五
～
一
一
四
頁
な
ど
。
、

②
福
永
文
夫
『
占
領
下
中
道
政
権
の
形
成
と
崩
壊
l
G
H
Q
民
政
局
と
日
本
社

　
会
党
－
臨
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
一
一
九
～
一
四
二
頁
。

③
中
北
浩
爾
『
経
済
復
興
と
戦
後
政
治
日
本
社
会
党
一
九
四
五
1
～
九
五
一

　
年
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
五
四
～
七
二
頁
。

④
拙
論
「
労
働
攻
勢
と
進
歩
党
少
壮
派
－
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
に
お
け
る
保
守

　
「
革
新
」
運
動
1
…
扁
（
噸
史
林
』
七
四
巻
六
号
）
七
六
～
七
七
頁
。

⑤
拙
論
「
民
主
党
成
立
の
序
幕
一
…
進
歩
党
少
壮
派
の
党
内
讐
革
新
し
運
動

　
－
偏
（
『
史
林
輪
七
～
巻
三
号
）
及
び
拙
論
前
掲
「
労
働
攻
勢
と
進
歩
党
少
壮

　
派
」
。

⑥
　
民
主
党
の
成
立
に
関
す
る
専
意
的
研
究
と
し
て
は
、
「
戦
後
保
守
政
党
の
多
数

　
派
工
作
鳳
と
い
う
視
角
で
民
主
党
の
結
成
過
程
を
追
っ
た
伊
藤
悟
瞥
民
主
党
の
結

　
成
…
i
民
霊
化
期
に
お
け
る
保
守
政
党
の
再
編
成
1
」
（
日
本
現
代
史
研
究
会

　
編
『
戦
後
体
制
の
研
究
歴
大
月
書
店
、
一
九
八
八
年
、
所
収
）
が
あ
る
の
み
で
あ

　
る
。
伊
藤
氏
は
、
そ
の
後
、
「
戦
後
初
期
の
連
立
連
合
の
構
図
－
進
歩
党
を
中

　
心
に
…
i
縣
（
油
井
大
三
郎
・
中
村
政
則
・
豊
下
檜
彦
編
『
占
領
改
革
の
国
際
比

　
較
－
日
本
・
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
隔
三
省
堂
、
一
九
九
四
年
、
所
収
）

　
に
お
い
て
「
団
体
護
持
連
合
」
か
ら
「
修
正
資
本
主
義
連
合
」
へ
の
移
行
と
い
う

　
シ
ェ
ー
マ
の
中
で
民
主
党
の
成
立
に
醤
及
し
て
い
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
、
そ
の
シ

　
ェ
ー
マ
に
は
民
並
党
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
克
明
な
実
証
が
伴
わ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
同
論
文
の
「
修
正
資
本
主
義
連
合
扁
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
も
、
そ
の
外
延

　
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る

　
を
得
な
い
。
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一
　
二
・
｝
ゼ
ネ
ス
ト
後
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向

　
占
領
初
期
に
お
い
て
政
治
改
革
を
主
導
し
た
G
S
の
局
長
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
、
G
S
自
ら
が
刊
行
し
た
公
式
記
録

再
編
』
に
「
占
領
の
哲
学
」
と
い
う
序
文
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
日
本
に
お
け
る
政
治
的

　
　
　
　
「
占
領
行
政
に
お
い
て
自
ら
の
政
策
を
形
成
す
る
際
、
あ
る
い
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
公
式
化
さ
れ
た
政
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
行
動
す
る
際
、
マ
ッ
カ
ー

　
　
サ
ー
は
自
ら
が
名
付
け
た
「
穏
健
な
民
主
主
義
と
い
う
偉
大
な
る
中
道
」
（
肯
冨
σ
q
§
協
心
箆
蝕
Φ
8
霧
①
。
h
日
。
紆
幾
①
傷
①
暮
§
ミ
）
に
従
お
う
と
し
て

　
　
き
た
。
こ
の
た
め
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
時
と
し
て
、
政
治
哲
学
、
経
済
哲
学
に
お
い
て
右
翼
に
固
執
す
る
人
々
と
っ
て
は
全
く
嫌
な
改
革
を
要
求
し
な

　
　
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
他
方
ま
た
あ
る
時
は
、
現
状
を
維
持
し
た
り
、
右
翼
に
転
じ
さ
え
し
た
。
す
な
わ
ち
左
翼
に
固
執
す
る
人
々
に
と
っ
て
も
同
様

　
　
に
嫌
な
政
策
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
極
右
と
極
左
の
支
持
者
た
ち
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
行
政
に

　
　
批
判
の
声
を
上
げ
る
に
際
し
て
共
通
の
理
由
と
器
的
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
治
哲
学
を
大
き
な
弧
に
象
徴
さ
せ
た
場
合
、

　
　
そ
の
中
で
は
、
右
翼
へ
の
道
も
左
翼
へ
の
道
も
、
行
き
過
ぎ
れ
ば
、
必
ず
共
に
全
体
主
義
に
到
達
し
、
そ
こ
で
政
治
的
自
由
、
経
済
的
自
由
へ
の
攻
撃
に

　
　
参
加
す
る
と
い
う
事
実
が
具
体
的
に
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
（
ω
仁
箕
Φ
ヨ
Φ
O
o
ヨ
ヨ
雪
畠
2
♂
「
［
冨
》
羅
Φ
α
℃
o
毛
Φ
声
O
o
く
㊤
口
過
Φ
艮
ω
Φ
o
け
δ
戸

　
　
ぎ
ミ
§
N
肉
s
ミ
ミ
ミ
§
駄
ξ
§
》
憲
琳
§
ぴ
ミ
一
り
＆
き
恥
§
琳
§
寒
，
一
濠
○
。
層
≦
窃
ま
お
8
p
u
．
O
．
”
9
ω
9
0
0
＜
①
ヨ
ヨ
Φ
巨
軍
ヨ
江
お
○
開
一
〇
ρ
一
簿
ρ

　
　
＜
。
ピ
囲
も
．
義
．
）
。

　
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
よ
れ
ば
、
初
期
占
領
下
に
お
け
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
改
革
の
枠
組
み
は
極
右
と
極
左
を
排
し
た
「
中
道
」
で
あ
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
こ
の
「
申
道
」
は
、
時
に
従
い
情
勢
に
応
じ
て
再
三
拝
せ
ら
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

声
明
の
中
に
確
認
で
き
る
。

　
し
か
し
、
考
え
て
み
る
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
策
表
明
そ
の
も
の
に
「
中
道
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
て
い
な
く
と
も
、
政
策
が
実
施
さ

れ
た
前
後
の
政
治
情
勢
と
い
う
文
脈
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
政
策
が
「
中
道
」
を
志
向
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
場
合
は
あ
り
う
る
。
例
え
ば
、
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一
九
四
六
年
四
月
の
第
二
二
圓
総
選
挙
後
の
激
動
の
政
変
の
過
程
に
お
い
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
自
由
党
総
裁
鳩
山
一
郎
を
公
職
追
放
に
し
て

自
由
党
単
独
内
閣
（
社
会
党
閣
外
協
力
）
構
想
を
瓦
解
さ
せ
な
が
ら
も
、
自
由
・
進
歩
両
保
守
党
連
立
の
吉
田
内
閣
の
成
立
に
先
立
っ
て
、
五
月
二

〇
日
、
「
暴
民
デ
モ
」
禁
止
命
令
を
放
っ
た
こ
と
や
、
翌
年
～
旦
三
日
に
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
禁
止
命
令
を
発
し
、
そ
の
一
週
間
後
の
二
月
六

日
、
吉
田
茂
首
相
宛
に
総
選
挙
実
施
を
命
ず
る
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
ろ
う
。
前
者
に
つ
い
て
は
小
論
の
範
囲
外
な
の
で
こ

こ
で
は
考
察
は
省
く
が
、
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
禁
止
命
令
と
総
選
挙
施
行
命
令
と
い
う
二
つ
の
命
令
に
よ
っ
て
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
、
二
・
一
・
ゼ
ネ
ス
ト
に
向
け
て
の
労
働
攻
勢
の
中
で
蓋
然
性
の
度
を
増
し
た
体
制
変
革
（
共
産
主
義
革
命
）
を
阻
止
す
る
と
と
も

に
、
社
会
党
と
の
連
立
工
作
と
い
う
し
な
や
か
な
策
の
実
施
に
二
度
に
百
ぢ
て
失
敗
し
、
内
閣
改
造
と
い
う
強
行
策
の
実
施
以
外
に
変
革
情
勢

を
収
拾
す
る
手
段
を
持
ち
え
な
か
っ
た
守
旧
的
な
保
守
連
立
吉
田
内
閣
の
動
き
を
も
制
倍
し
、
自
ら
の
志
向
す
る
「
中
道
」
の
枠
組
み
を
改
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
明
示
し
、
そ
こ
に
引
き
続
き
占
領
改
革
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
安
定
的
な
政
治
秩
序
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
し
た
も
の
、
と
解
釈
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
二
ニ
ゼ
ネ
ス
ト
直
後
の
こ
の
時
期
、
「
中
道
」
の
枠
組
み
中
に
ど
の
よ
う
な
政
権
が
誕
生
す
る
こ
と
を

待
望
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
般
に
、
「
天
皇
に
代
わ
る
「
雲
上
人
」
」
（
袖
井
埜
一
郎
『
占
領
し
た
者
さ
れ
た
者
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
六
年
、
～

～
δ
頁
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、
現
実
の
政
治
過
程
に
お
い
て
い
か
な
る
情
勢
判
断
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
政
権
の
誕
生
を

期
待
し
た
か
と
い
う
点
は
な
か
な
か
解
明
し
に
く
い
問
題
だ
と
言
え
る
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
当
然
、
そ
う
し
た
こ
と
を
明
か
す
史
料
を
入
手

す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
～
九
四
六
年
四
月
か
ら
一
九
四
七
年
七
月
ま
で
対
日
理
事
会
英
連
邦
代
表
を
務
め
た
マ
ク
マ
ホ
ン
・

ボ
ー
ル
の
日
記
の
一
節
は
そ
の
例
外
に
属
し
て
い
る
。
刊
行
さ
れ
た
日
記
（
ア
ラ
ン
・
リ
ッ
ク
ス
編
、
竹
前
栄
治
／
菊
池
努
前
池
日
本
占
領
の
日
々

　
　
マ
ク
マ
ホ
ン
・
ボ
ー
ル
日
記
　
　
』
、
岩
波
書
店
、
　
～
九
九
二
年
、
原
題
は
、
と
雪
幻
貯
Φ
匹
．
鳶
琳
ミ
ミ
ミ
§
妹
b
嘗
N
o
ミ
ミ
～
§
笥
ξ
§
§
焦
し
口
俺
ミ
哩
帖
無
b
§
団
題

属
下
さ
§
§
§
b
ロ
ミ
ト
ζ
Φ
一
ぴ
8
旨
ρ
6
。
。
。
。
）
に
は
、
吉
田
内
閣
宛
の
総
選
挙
実
施
命
令
が
発
表
さ
れ
た
二
月
七
日
に
行
わ
れ
た
ボ
ー
ル
と
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
と
の
会
見
の
様
子
が
記
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
会
見
に
関
す
る
ボ
ー
ル
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
務
大
臣
エ
ヴ
ァ
ッ
ト
宛
の
電
文
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
③

が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
両
者
は
相
俊
っ
て
こ
の
時
期
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
情
勢
判
断
と
政
治
志
向
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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民主党の成立（三川）

　
二
月
七
日
置
総
選
挙
の
早
期
実
施
を
促
す
吉
田
首
相
宛
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
ボ
ー
ル
は
直
ち
に
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
に
会
見
す
る
。
そ
の
直
前
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
吉
田
と
会
見
し
て
い
た
。
ボ
ー
ル
は
日
記
に
記
す
。

　
　
　
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
吉
田
は
す
で
に
～
、
二
時
間
ほ
ど
話
し
合
っ
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
言
う
に
は
、
吉
田
は
、
農
村
部
で
与
党
が
強
い
支
持
を
得

　
　
て
い
る
の
で
、
次
期
総
選
挙
後
に
与
党
が
再
度
政
権
に
就
く
の
は
闘
違
い
な
い
と
言
っ
た
と
い
う
。
吉
田
は
、
社
会
党
へ
の
支
持
が
増
大
し
て
い
る
と
の

　
　
最
近
の
報
道
を
、
根
拠
が
な
い
と
否
定
し
た
。
（
中
略
）

　
　
　
吉
田
の
状
況
認
識
は
お
そ
ら
く
間
違
っ
て
い
る
と
私
が
醤
つ
た
と
こ
ろ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
私
の
意
見
に
同
意
し
た
。

　
　
　
与
党
と
社
会
党
と
の
連
立
構
想
が
頓
挫
し
た
の
を
個
人
的
に
は
害
ん
で
い
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
私
に
想
っ
た
。
私
が
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

　
　
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
現
状
で
は
社
会
党
が
致
府
与
党
と
共
同
戦
線
を
形
成
す
る
に
は
、
そ
の
政
治
的
な
理
想
の
実
現
を
あ
る
程
度
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、

　
　
そ
れ
は
国
民
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
か
ら
だ
と
雷
つ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
こ
の
発
墨
は
私
に
は
大
変
印
象
的
だ
っ
た
」
（
前
掲
騨
日
本
占
領
の
日
々

　
　
ー
マ
ク
マ
ホ
ン
・
ボ
ー
ル
日
記
！
騙
～
七
二
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
二
月
八
日
付
の
エ
ヴ
ァ
ッ
ト
外
務
大
臣
宛
の
電
文
報
告
書
は
こ
の
会
見
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
記
す
。

　
　
　
「
傾
　
私
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
選
挙
は
で
き
る
だ
け
早
く
行
う
べ
き
だ
と
同
意
を
示
し
た
が
、
一
方
で
こ
れ
か
ら
五
月
ま
で
の
間
に
何
か
起
こ
る
の
で
は

　
　
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
も
し
吉
田
内
閣
が
政
策
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
政
権
の
座
に
留
ま
る
な
ら
ば
、
三
月
あ
る
い
は
四
月
中
に
何
か
厄
介
な
問
題

　
　
が
起
こ
り
か
ね
な
い
。
政
権
交
代
で
は
な
く
て
も
即
座
に
政
策
を
変
更
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
私
は
考
え
る
。
吉
田
は
明
ら
か
に
自
由
経
済
政
策
を
統
制

　
　
経
済
政
策
に
と
っ
て
替
え
る
意
思
も
な
け
れ
ば
、
実
行
も
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
㈲
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
私
の
見
解
に
全
く
同
感
で
あ
る
と
返
答
し
た
。
彼
は
吉
田
内
閣
は
退
陣
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
石
橋
の
財
政
政

　
　
策
は
破
滅
的
だ
と
思
っ
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
全
く
無
能
で
頑
固
な
石
橋
を
入
れ
替
え
る
よ
う
吉
田
を
説
得
し
た
。
し
か
し
吉
田
は
石
橋
を
一
種
の

　
　
　
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
留
任
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
答
え
た
。

　
　
　
樹
　
私
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
石
橋
の
経
済
政
策
は
占
領
政
策
が
目
指
し
て
い
る
も
の
を
危
険
に
さ
ら
す
も
の
で
、
そ
れ
は
ま
る
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
策
を

　
　
推
し
進
め
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
う
と
言
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
同
意
見
で
あ
っ
た
。
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ω
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
即
時
に
そ
し
て
直
接
に
資
材
、
価
格
、
賃
金
等
を
統
制
す
る
た
め
に
、
日
本
に
お
け
る
統
制
経
済
の
必
要
牲
を
認
識
し
て
い
る

と
述
べ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
よ
う
な
計
画
を
実
行
に
移
し
た
。
こ
の
こ
と
は
「
極
秘
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
今
日
私
に

そ
れ
を
伝
え
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
計
画
に
つ
い
て
の
私
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
聡
し
彼
は
深
い
感
謝
の
意
を
示
し
て
く
れ
た
。

　
㈹
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
計
画
を
実
行
に
移
す
に
は
日
本
の
政
治
的
指
導
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
る
と
続
け
て
述
べ
た
。
彼
は
こ
れ

は
吉
田
内
閤
で
は
実
行
で
き
な
い
と
わ
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
彼
に
は
吉
田
に
と
っ
て
代
わ
る
指
導
者
に
心
当
た
り
が
な
か
っ
た
。
も
し
吉
田
に
代
わ
る

政
治
リ
ー
ダ
ー
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
直
接
軍
政
と
い
う
恐
ろ
し
い
事
態
に
直
面
す
る
」
（
同
前
～
七
三
～
一
七
四
頁
）
。

　
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
三
月
あ
る
い
は
四
月
中
」
に
起
こ
り
か
ね
な
い
「
厄
介
な
問
題
」
と
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
「
三
月
危
機
」

の
こ
と
で
あ
る
。
前
年
秋
頃
以
降
の
イ
ン
フ
レ
の
高
進
は
、
生
産
の
増
大
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
、
む
し
ろ
ス
ト
ッ
ク
資
材
の
闇
経
済
へ
の
横
流
し

を
生
み
、
縮
小
再
生
産
の
傾
向
を
示
し
、
一
九
四
六
年
末
に
生
産
指
数
は
戦
前
比
二
七
・
七
％
に
ま
で
低
落
し
て
い
た
。
し
か
も
冬
の
渇
水
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
電
力
不
足
を
控
え
、
こ
の
年
の
春
に
日
本
経
済
は
決
定
的
な
破
局
を
迎
え
る
と
い
う
説
が
当
時
流
布
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
ま
っ
さ
え

石
橋
財
政
と
い
う
吉
田
内
閣
の
「
自
由
経
済
政
策
」
は
二
ニ
ゼ
ネ
ス
ト
に
至
る
労
働
攻
勢
を
生
じ
せ
し
め
す
で
に
破
綻
に
瀕
し
て
い
た
。
こ

の
ま
ま
吉
田
内
閣
が
延
命
し
、
石
橋
財
政
が
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
、
「
三
月
危
機
」
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、
そ
の
結
果
「
直
接
軍
政
と
い
う

恐
ろ
し
い
事
態
」
を
招
来
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
ど
う
し
て
も
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
吉
田
内
閣
を
見
限
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
「
統
制
経
済
政
策
」
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
政
治
的
指
導
者
」
が
り
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と
を
望
ん
だ
、
と
ボ
ー
ル
は
い
う
の
で
あ
る
。
二
五
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
禁
止
命
令
で
収
束
し
た
が
、

世
上
で
は
「
三
月
危
機
」
が
叫
ば
れ
、
危
機
的
政
治
状
況
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
統
制
経
済
政
策
を

実
施
で
き
る
政
党
へ
の
政
権
交
代
を
構
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
約
一
蕎
す
る
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
で
最
高
潮
に
達
し
た
変
革
情
勢
の
波
を
緩
和
し
、
加
え
て
「
三
月
危
機
」
に

対
処
す
る
た
め
に
、
吉
田
内
閣
に
代
わ
り
、
極
右
と
極
左
を
排
し
た
「
中
道
」
の
枠
組
み
中
で
「
統
制
経
済
政
策
」
を
実
施
し
う
る
政
権
の
誕
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生
を
望
ん
で
い
た
、
と
雷
え
よ
う
。

民主党の成立（三川）

①
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
声
明
の
中
に
「
中
道
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
た
例
と
し
て
、

　
第
ニ
ニ
園
総
選
挙
結
果
に
関
す
る
声
明
（
4
6
・
4
・
2
5
）
の
「
幅
の
広
い
中
道
」

　
（
餌
岬
山
Φ
o
魯
冨
｝
o
o
霞
。
・
Φ
）
、
降
伏
調
印
式
一
周
年
記
念
日
に
お
け
る
マ
ッ

　
カ
ー
サ
ー
声
明
（
4
6
・
9
・
2
）
の
「
穏
健
な
る
民
主
主
義
と
い
う
偉
大
な
中

　
道
」
（
蜂
①
σ
Q
冨
揖
鍵
凱
巳
①
8
露
ω
Φ
o
｛
ヨ
。
α
歯
舞
①
山
Φ
ヨ
0
9
蓉
《
）
、
第
二
三
回
総

　
選
挙
結
果
に
関
す
る
声
明
（
4
7
・
4
・
2
7
）
の
「
自
由
の
保
持
と
個
人
の
尊
厳
を

　
高
め
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
両
極
端
か
ら
十
分
に
中
間
に
あ
る
中
道
」
（
騨

　
ヨ
。
匹
Φ
門
々
①
8
霞
ω
P
6
。
駄
｛
三
脚
唇
ぞ
8
葺
輿
巴
蹄
Q
ヨ
①
諦
訂
「
Φ
×
噂
⑦
ヨ
①
8
一
湯
霞
Φ

　
薮
Φ
箕
㊦
ω
2
爵
ぎ
づ
。
協
団
お
Φ
島
。
ヨ
。
乙
浮
⑦
Φ
酵
雪
。
Φ
ヨ
Φ
算
。
｛
団
巴
三
曾
巴

　
続
σ
Q
巴
曙
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
第
二
次
農
地
改
革
案
の
国
会
通
過
に
際
し
て
の

　
マ
ッ
カ
ー
サ
…
声
明
（
4
6
・
1
0
・
1
1
）
の
「
健
全
で
穏
健
な
民
主
主
義
」
（
p

　
ω
o
¢
注
ぎ
縣
ヨ
。
飢
①
犀
8
価
Φ
ヨ
o
o
轟
。
《
）
に
は
「
中
道
扁
と
い
う
文
言
は
使
わ
れ

　
て
い
な
い
が
、
文
脈
か
ら
は
「
中
道
し
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る

　
（
ω
○
〉
℃
＼
O
ρ
ぎ
N
ミ
ミ
寄
鼠
§
§
帖
。
謡
駄
ξ
§
ヒ
声
点
§
富
、
硲
畿
咋
。

　
恥
魯
㌧
§
簿
、
賊
ミ
画
芝
霧
置
鵠
α
q
門
。
ロ
0
6
こ
9
ω
■
O
o
＜
Φ
ヨ
ヨ
㊦
馨
℃
ユ
轟
野
σ
Q

　
O
墜
。
ρ
一
逡
P
＜
。
＝
H
も
「
謡
P
δ
①
為
①
メ
蕊
O
）
。

②
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
福
永
前
掲
『
歳
貸
下
中
道
政
権
の
形
成
と
崩
壊
』
が
紹

　
介
し
て
い
る
「
…
…
マ
ッ
カ
ー
サ
…
は
二
・
一
ス
ト
禁
圧
を
左
へ
の
攻
撃
と
さ
れ

　
る
こ
と
を
非
常
に
気
に
し
て
お
り
、
総
選
挙
実
施
指
令
は
そ
れ
を
和
ら
げ
る
と
と

　
も
に
、
自
分
が
右
に
も
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
意
思
表
示
駄
で
あ
り
（
＝
｝

　
二
頁
）
、
総
選
挙
指
令
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
ら
執
筆
し
た
（
三
〇
五
頁
）
と
の
G

　
S
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
証
言
は
示
唆
的
で
あ
る
。

③
ボ
ー
ル
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
会
見
の
内
容
は
、
駐
日
カ
ナ
ダ
代
表
部
首
席
で
あ

　
つ
た
8
・
H
・
ノ
ー
マ
ン
の
皿
九
四
七
年
二
月
＝
二
日
付
本
国
外
務
大
臣
宛
の

　
デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
に
も
、
ノ
ー
マ
ン
が
ボ
ー
ル
か
ら
癒
接
聞
い
た
話
と
し
て
記
さ
れ

　
て
い
る
（
E
・
H
・
ノ
ー
マ
ン
、
加
藤
周
一
監
修
／
中
野
利
子
編
訳
『
日
本
占
領

　
の
記
録
　
一
九
四
六
～
曲
淵
睡
人
文
轡
院
、
　
｝
九
九
七
年
、
　
一
七
八
～
｝
八
三

　
頁
）
。
こ
の
会
見
に
つ
い
て
逸
速
く
触
れ
た
研
究
と
し
て
は
天
川
晃
門
－
　
敗
戦

　
後
の
帝
国
議
会
…
一
霞
八
八
回
帝
国
議
会
～
第
九
二
回
帝
国
議
会
！
」
（
内
田

　
健
三
・
金
原
左
門
・
古
屋
哲
夫
編
『
日
本
議
会
史
録
』
4
、
第
～
法
規
出
版
、
一

　
九
九
〇
年
）
｝
二
五
頁
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
升
味
準
之
輔
『
昭
和

　
天
皇
と
そ
の
時
代
』
（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
目
二
二
六
～
二
二
七
頁
に
も

　
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
付
言
す
る
と
、
升
味
岡
前
書
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
ボ
ー
ル

　
の
会
見
を
紹
介
し
た
後
、
「
G
H
Q
民
政
局
は
、
吉
田
に
代
わ
る
政
治
家
と
し
て

　
芦
田
均
を
推
し
立
て
、
民
主
党
結
成
を
促
進
し
て
い
た
」
（
二
二
七
頁
）
と
記
し

　
て
い
る
が
、
G
S
が
芦
田
を
支
持
し
て
い
た
と
は
雷
え
て
も
、
「
芦
田
均
を
推
し

　
立
て
、
民
主
党
結
成
を
促
進
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
典
拠
は
今
の
と
こ

　
ろ
な
い
。

④
報
告
書
は
一
〇
項
目
で
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
行
論
上
必
要
と
思
わ
れ
る
ω
～

　
㈹
の
み
を
引
用
し
、
他
の
ω
～
㈹
、
餅
～
⑯
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

⑥
三
月
危
機
に
つ
い
て
は
鈴
木
武
雄
『
現
代
日
本
財
政
史
』
上
巻
（
東
京
大
学
出

　
版
会
、
～
九
五
二
年
）
王
二
〇
⊥
二
二
二
頁
、
大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政

　
史
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
　
第
三
巻
　
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
㎞
（
東
洋
経

　
済
新
報
社
、
｝
九
七
六
年
）
二
五
八
～
二
五
九
頁
を
参
照
。

⑥
妾
時
経
済
科
学
局
（
£
S
S
）
統
計
調
査
課
に
勤
務
し
て
い
た
都
留
重
人
の
日

　
誌
（
「
都
留
重
人
日
誌
」
、
経
済
企
画
庁
編
『
戦
後
経
済
復
興
と
経
済
安
定
本
部
輪

　
大
蔵
省
印
刷
局
、
…
九
八
八
年
、
所
収
）
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
統
制
経
済
政
策

　
の
選
択
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（677）9



「
タ
ー
ネ
ジ
ヨ
リ
急
ニ
ヨ
ビ
出
サ
レ
　
緊
急
対
策
ヲ
明
日
ノ
晩
マ
デ
ニ
ツ
ク

ル
ニ
ツ
キ
o
o
房
。

σq

ｿ
6
・
ノ
配
給
流
通
制
度
ノ
改
革
案
ヲ
キ
カ
ル
。
窯
魁
。
ガ
統
制
手
段
ト
シ

テ
何
ヲ
提
案
ス
ル
カ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
云
ヒ
ダ
シ
タ
ノ
デ
急
ニ
ウ
ゴ
キ
禺
シ
タ

　
ワ
ケ
鳳
（
4
7
・
2
・
1
3
）
。

次
期
政
権
の
性
格
を
決
定
づ
け
る
と
も
い
え
る
こ
う
し
た
「
統
制
経
済
」
と
い

う
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
策
選
択
が
、
同
年
三
月
ニ
ニ
日
付
吉
田
首
相
宛
書
簡
の
中

で
具
体
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
（
第
三
章
第
三
節
）
。
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二
新
進
会
の
運
動

1
新
進
会
の
結
成

　
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
を
自
力
で
収
拾
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
吉
田
首
相
が
、
ゼ
ネ
ス
ト
の
善
後
処
置
と
し
て
行
な
っ
た
の
は
「
雨
も
り
防

ぎ
の
改
造
」
（
朝
日
2
・
－
）
と
称
せ
ら
れ
た
内
閣
改
造
で
あ
っ
た
。
一
月
三
一
日
、
吉
田
は
、
薪
た
に
、
自
由
党
か
ら
植
原
悦
二
郎
を
内
相
に
、

石
井
光
次
郎
を
商
工
相
に
、
党
外
か
ら
内
務
官
僚
の
増
田
甲
子
七
を
運
輸
相
に
、
慶
懸
大
学
教
授
の
高
橋
誠
一
郎
を
文
相
に
起
用
し
た
。
さ
ら

に
星
島
二
郎
商
工
相
を
国
務
相
に
横
滑
り
さ
せ
、
経
済
安
定
本
部
長
官
は
石
橋
湛
山
蔵
相
の
兼
任
と
し
、
自
ら
も
農
相
を
兼
任
し
た
。
片
山
哲

社
会
党
中
央
執
行
委
員
長
と
も
よ
い
と
い
わ
れ
た
星
島
の
国
務
相
留
任
や
、
有
沢
弘
巳
、
東
畑
精
一
ら
い
わ
ゆ
る
教
授
グ
ル
ー
プ
の
起
用
構
想

に
由
来
す
る
石
橋
蔵
相
の
安
本
長
官
兼
任
と
自
ら
の
農
相
兼
任
は
、
「
社
会
党
と
の
連
立
の
希
望
」
を
持
ち
続
け
て
い
る
吉
田
の
配
慮
に
よ
る

も
の
と
み
ら
れ
た
（
朝
日
同
前
）
。
吉
田
に
は
政
権
を
手
放
す
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
社
会
党
と
の
連
立
内
閣
を
樹
立
し
て
政
権
を
維
持
し
て
い

こ
う
と
す
る
考
え
を
依
然
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
吉
田
の
思
惑
と
は
違
い
内
閣
改
造
を
め
ぐ
る
世
評
は
辛
辣
を
極
め
て
い
た
。
と
り
わ
け
改
造
内
閣
に
新
た
な
閣
僚
を
送
り
込
め
な
か

っ
た
進
歩
党
内
の
批
判
は
ひ
と
き
わ
厳
し
か
っ
た
。
一
月
三
一
日
、
進
歩
党
は
、
新
役
員
の
選
出
の
た
め
に
党
大
会
を
開
い
た
（
朝
日
同
前
）
。

そ
の
直
前
に
行
わ
れ
た
進
歩
党
有
志
代
議
士
で
は
、
川
崎
秀
二
、
地
崎
宇
三
郎
、
椎
熊
三
郎
ら
少
壮
派
を
中
心
に
改
造
反
対
の
議
論
が
沸
騰
し
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た
。
彼
ら
は
、
「
官
僚
陣
」
を
「
充
当
」
し
た
内
閣
改
造
が
「
政
党
政
治
の
本
質
に
反
す
る
」
と
批
判
し
た
（
読
売
2
・
－
）
。

　
内
閣
改
造
批
判
の
気
炎
を
上
げ
た
進
歩
党
少
壮
派
の
行
動
は
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。
党
大
会
当
日
の
夜
、
進
歩
党
の
少
壮
代

　
　
　
　
①

議
士
二
三
名
が
会
同
し
て
、
新
進
会
と
い
う
政
治
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
の
で
あ
る
。
新
進
会
の
申
し
合
わ
せ
ば
次
の
通
り
。

　
　
　
「
一
、
超
然
内
閣
絶
対
反
舛

　
　
　
一
、
救
国
連
立
内
閣
の
実
現
を
期
す
る
こ
と

　
　
　
一
、
こ
れ
が
た
め
速
か
に
自
、
進
、
社
三
党
代
表
者
会
議
を
開
催
し
そ
の
方
途
を
一
任
す
る
こ
と
」
（
読
売
2
・
2
）
。

　
『
民
報
』
（
2
・
6
）
の
解
説
記
事
「
新
進
会
と
は
」
に
よ
れ
ば
、
新
進
会
は
、
進
歩
党
の
「
革
新
分
子
」
と
目
さ
れ
る
「
少
壮
代
議
士
」
で

組
織
さ
れ
て
お
り
、
進
歩
党
の
「
近
代
保
守
党
へ
の
脱
皮
工
作
」
を
は
じ
め
党
名
変
更
、
幹
部
公
選
な
ど
を
推
し
進
め
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

新
進
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
犬
養
健
総
務
会
長
を
支
持
し
て
い
る
の
で
「
犬
養
行
動
隊
」
と
も
い
わ
れ
、
自
由
党
や
社
会
党
の

「
革
新
分
子
」
と
緊
密
な
連
絡
が
あ
り
、
自
由
党
の
「
革
新
分
子
」
と
は
「
水
曜
会
」
を
組
織
し
て
政
治
問
題
に
つ
い
て
毎
月
二
、
三
回
の
研

究
討
論
を
行
っ
て
い
る
、
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　
犬
養
を
要
と
す
る
進
歩
党
少
壮
派
が
そ
れ
ま
で
に
修
正
資
本
主
義
と
社
会
党
と
の
連
携
を
標
榜
し
て
党
内
「
革
新
」
運
動
を
進
め
て
き
た
こ

と
は
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
右
の
解
説
記
事
に
よ
れ
ば
、
新
進
会
は
そ
う
し
た
進
歩
党
少
壮
派
の
運
動
の
延
長
線
上
に
誕
生

し
た
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
新
進
会
結
成
の
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
吉
田
首
相
が
行
っ
た
内
閣
改
造
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
新
進
会
の
申
し
合
わ
せ
の
第
一
項
の
「
超
然
内
閣
絶
対
反
対
」
を
単
に
猟
官
的
動
機
を
示
す
も
の
と
し
て
読
む
の
は
不
十
分
に
過
ぎ
る
。

そ
こ
で
は
、
彼
ら
が
、
二
士
ゼ
ネ
ス
ト
を
自
力
で
収
拾
で
き
な
か
っ
た
既
成
保
守
勢
力
、
い
わ
ば
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
い
う
「
中
道
」
の
右
側

に
位
置
す
る
勢
力
と
訣
別
し
よ
う
と
し
た
こ
と
こ
そ
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
進
会
は
ど
の
よ
う
な
代
議
士
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
は
、
一
九
四
七
年
二
月
の
G
H
Q
の
「
月
例

　
　
　
②

報
告
書
」
を
中
心
に
作
成
し
た
進
歩
党
の
四
派
閥
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
、
学
歴
、
職
歴
、
政
治
経
歴
な
ど
の
一
覧
で
あ
る
。
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閥主要人物一覧

職　　　歴 地方政治経歴 当　選　経　歴 備　　　考

外務次官 23・24・貴（勅選〉 S
弁護士 大阪市会議員 16・17・18・19・20・21・22・23・参 S

（全国）2・4

枢密院書記官長 山形県知事（官選） 22 S
弁護士 21・22・25・27・28・29・33 S

弁護士 11・12・13・15・16・17・18・19・20 S
除21・22・23・24

報知新聞記者 12繰q3・1崔・15退・15補・1647・ S
19・20・22・23・2小25・26

司法省参事官 14・15・16・17・18・ユ9・20・21・22 S
弁護士 東京都議会轟胴長 22・23辞 S
農業 干葉県会議員 20・21・22 S
弁護士 三重県会臨義長 19・20・2レ22辞25・27 S
中川汽船（株）社長 秋田県会議員 19・20・21・22 S
日東硫曹（株）取締役会長 22・23・24・参（全国）3 S

興化工業（株）取締役祉長 大東町長 15・16・17・18・19・22・23・24 S
農林次宮 25・貴（勅選） S

著述業 17・18・19・20・21・22・24・25・26・ S
27・28

日本放送協会企画部醗部長 22・23・24・25・26・27・28・30・31・ SYIY2
32・34

土木請負業地目紐代表社員 22 S
毎日新聞記者 21再・22・24・25・26・27・28・29・ SYIY2H

31・32・33・34

小樽新鮮社取締役 22・23・24・25・26・27・28・29・30 SYIY2H
小学校訓導 22・23・24・25・26・30・31・32・33・ SYIY2H

34

岡部組㈱取締役 22・23・26・28 SYlY2H
時事新報記者 駒形村長 22 SY2
信越化学工業㈱専務取締役 22・23・24・25・26・27・28・29・30・ SH

31・32・33・34・35・36・38

大土内燃機（有）取締役社長 青森県会議員 22・23・24・25・26 S
丸取花緒工業（有）代表取締役 22・23 SY2
明利酒類（株）取締役社長 22・25・26・27・28・29・30 SY1
愛媛県麗業会指｝尊部長 愛媛県会副議長 22 Y1
大IE生命保険㈱取締役社長 22・23・24 YIY2
講談社「現代」編集長 22・23・24・25・26・27・28・29・30・ YIY2

31・32・33・34・35・36・37・38・39

県立津：幡農学校長 22・23 YIY2
最上潤運輸（株）取締役社長 22・23・24 Y2
伏木海陸運送（株）取締役社長 高瞬市会議長 22・23・24・参（地方＞9 H
報知新瑚論説委員 22・23・24・25・26・28・29・30 H
山下繊維工業所社長 22・23・25・26・27・28・参（全 H

国）6・8

ion　of　Non・Military　Activities　in　Japan，　February　1947，　PP，31－32（以下Summationと略称），

治の覚観（毎日新聞社，1975年）20－21頁，である。これらにより新進会に所属する人物の氏名は，
月には無所属であったが，Summationは官僚派に含めているので括弧を付けて載せた。
院・参議院，1990年），及び朝日新聞社編『民主選挙大観』（朝日新聞社，1946）に依った。

閣僚を経験した人たちからなる派閥，民政党派とは，旧民政党の系譜を引く人たちからなる派閥，
いる入たちからなる派閥，超党派とは，自由党の非鳩山派と連携する人たちからなる派閥，となつ

院に議席を有していないことを表している。
2月の時点でこの年齢に達していない人物もいる。
ものを一つ選択した。官公務員の場合の職歴は，各省次宮クラスまでとし，閣僚は含まれないもの

議員除名，繰上げ補充，退職，補欠選挙，議員辞職，参議院議員，再選挙を表している。

12　（680）



民主党の成立（三川）

挙
で
は
、
公
職
追
放
と
い
う
占
領
改
革
の
嵐
に
よ
っ
て
多
数
の
古
参
代
議
士
が
潰
え
去
っ
た
。
新
人
代
議
士
は
そ
の
跡
を
継
い
で
議
会
に
進
出

選
挙
（
第
二
一
面
総
選
挙
）
で
当
選
し
た
新
人
代
議
士
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
前
年
四
月
に
行
わ
れ
た
第
二
二
回
総
選

新
進
会
と
他
の
派
閥
と
を
比
較
し
て
、
ま
ず
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
新
進
会
の
メ
ン
バ
ー
が
保
利
茂
を
除
い
て
全
員
戦
後
第
～
回
目
の
大

乱　進歩党内4派

派閥名 氏　　　名 選　挙　区 年齢 学　　　歴

官僚派 幣療喜重郎 非 75 東京帝国大学（法）

一松定離 大阪1区 72 明治色感学校

石黒武重 新 山形 5G 束京帝国大学（法）
（槍橋渡） 禰岡1区 45 中央大学

災政党派 斎藤隆炎 兵庫2区 77 東京導門学校

田中萬逸 大阪2区 65 早稲田大学（中退）

原夫次郎 島根 72 和仏法律学校
林遮 東京1区 66 明治大学
成島勇 千葉 56 東北帝国大学
長井源 三垂 53 明治大学
中川重春 秋田 57 早稲田大学（中退）

苫米地義三 新 青森 67 東京高等工業学校

超党派 木村小左衛門 島根 59 早稲田大学（申退）

河合良成 非 61 東京帝国大学（法）

革新派 犬整健 岡山 51 東京帝国大学（中退）

■　－　　■　－　一　－　一　囚　囚　り　　甲　，　，　阿　p　e　，　， 囚　P　P　π　，　，　h　「　「　曹　曽　曽　曽　曹　匿　曹　匿　匿　匿

斬進会 員［崎秀二 薪 三重 36 早稲田大学

地崎宇三郎 新 北海道1区 50 秋田鉱l！l専門学校（中退）

保利茂 佐賀 46 中央大学

椎熊三郎 凝 北海道1区 52 中央大学

坪川信三 新 擶井 38 福井師範学校

岡部得三 新 福隣2区 38 帝国高等工業学院
荒木武行 新 福島 51

小坂善太郎 新 長野 35 東京商科大学

山崎岩男 薪 青森 46 中央大学

細川八十八 新 大阪1区 45

加藤高蔵 新 茨城 39 明治学院高等部
桂作蔵 新 愛媛 45 県立松山農学校
金光義邦 新 大分 38 東京帝国大学
原健三郎 新 兵庫1区 40 早稲珊大学

五坪茂雄 新 石川 58 滋賀県師範学校
圖司安正 新 山形 壊2 法政大学（中退）

橘薩治 新 富山 39 早稲田大学
寺島隆太郎 新 千葉 35 大東文化学院
山下春江 新 福島 46 日本女子体育専門学校

（出所）

　（1｝人物名の選択の出所は，備考欄に記した。S竺SCAP／GH9，　Summat・
　　Y1；『読売」（2・2），　Y；2『読売』（2・3），　H＝保利茂『戦後政
　　19名まで判明したが，残余の人物の氏名は不詳。また檎橋渡は，1947年2
　（2）各人物の経歴については，ぎ議会制度百年史　衆議院議員名鑑』（衆議
（注）

　（1＞Summationによれば，官僚派とは，幣原内閣または第1次吉田内閣で
　　革薪派とは，犬養の下に集まり党の性格と原則を改革することを切望して
　　ている。
　（2）氏名の次の項目の新は，新人代議士を，非は，1947年2月の時点で衆議
　（3）年齢は，1947年中に到達する年齢を意味している。したがって，1947年
　（4｝学歴・職歴・地方政治経歴は，それぞれ複数ある中から主要と思われる
　　とした。地方政治経歴では，官選知事も含まれるものとした。
　㈲　奏選経歴の貴，除，繰，退，補，辞，参，再は，それぞれ，貴族院議員，
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③

し
た
の
で
あ
る
。
新
進
会
は
戦
後
登
場
し
た
新
入
代
議
士
の
気
風
を
代
弁
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
薪
進
会
メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
四
三
歳
、
他
の
三
派
閥
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
五
〇
歳
代
後
半
か
ら
六
〇
歳
以
上
の
年
齢
で
あ
る
こ
と
と
比

較
す
る
と
、
格
段
に
若
い
。
こ
の
あ
と
第
三
次
連
立
工
作
や
「
革
新
」
的
保
守
新
党
樹
立
運
動
で
彼
ら
が
示
す
行
動
力
は
、
こ
の
若
さ
に
裏
打

ち
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
新
進
会
の
メ
ン
バ
ー
の
学
歴
に
つ
い
て
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
出
身
者
は
金
光
義
邦
た
だ
一
人
で
、

そ
の
他
は
名
門
私
立
大
学
か
ら
議
員
名
鑑
に
学
歴
を
記
載
し
て
い
な
い
人
ま
で
と
随
分
幅
が
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
的
に
見
て
、
新
進
会
の
メ

ン
バ
ー
の
学
歴
を
、
一
般
に
政
界
の
権
力
エ
リ
ー
ト
に
必
要
と
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
高
学
歴
と
見
倣
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ

の
学
歴
は
職
業
経
歴
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
新
進
会
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
高
級
悪
騒
や
弁
護
士
な
ど
を
前
職
と
し
て
も
つ
人
は
　
人
も

い
な
い
。
大
企
業
の
経
営
者
出
身
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
わ
ず
か
に
小
坂
善
太
郎
と
金
光
義
邦
だ
け
で
、
他
の
ほ
と
ん
ど
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
か
地
方
都
市
の
中
小
企
業
経
営
者
出
身
で
あ
る
。
ま
た
薪
進
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
幾
人
か
は
地
方
政
治
経
歴
を
持
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
地
方
政
界
を
牛
耳
る
ほ
ど
の
勢
威
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
学
歴
と
職
歴
、
地
方
政
治
経
歴
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
全
体
と
し
て
は
、
新
進
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
様
々
な
特
権
を
享
受
し
た
戦
前
の
権
力

エ
リ
ー
ト
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
特
権
に
批
判
的
な
保
守
層
に
属
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

彼
ら
は
、
財
閥
解
体
や
経
済
・
言
論
パ
ー
ジ
な
ど
の
改
革
に
よ
っ
て
政
治
的
、
経
済
的
自
由
の
抑
圧
か
ら
の
解
放
が
進
む
に
し
た
が
い
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

時
代
を
わ
が
時
代
と
感
じ
、
そ
う
し
た
意
識
を
政
治
行
動
の
原
動
力
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
進
会
の
メ
ン
バ
ー
が
公
職
追
放
を
機

会
に
政
界
登
場
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
新
進
会
を
し
て
戦
後
保
守
陣
営
に
誕
生
し
た
占
領
改
革
の
申
し
子
と
い
っ
て

も
過
言
で
な
い
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
政
治
グ
ル
ー
プ
と
し
て
こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
新
進
会
は
ど
の
よ
う
な
政
綱
を
も
っ
て
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
後
の
政
治
状
況
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

処
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
薪
進
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
小
坂
善
太
郎
と
の
会
見
を
記
録
し
た
G
S
の
報
告
書
は
、
新
進

会
の
政
綱
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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＝
、
新
進
会
は
、
す
で
に
行
わ
れ
た
内
閣
改
造
と
、
守
旧
的
勢
力
に
依
然
と
し
て
現
政
府
を
支
配
さ
せ
て
お
く
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
た
将
来
の
い
か

な
る
内
閣
改
造
に
も
反
対
し
て
い
る
。

　
二
、
新
進
会
は
、
例
え
ば
、
現
在
の
統
治
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
、
根
本
的
な
政
治
的
変
化
を
提
唱
し
て
い
な
い
。

　
三
、
新
進
会
は
、
経
済
的
に
は
臓
本
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
資
本
主
義
的
国
家
で
も
、
完
全
な
意
味
で
の
社
ム
耳
王
義
的
国
家
で
も
、
生
き
残
っ
て
い
く

こ
と
は
で
き
ず
、
日
本
に
特
有
な
シ
ス
テ
ム
、
お
そ
ら
く
は
修
正
資
本
主
義
を
必
要
と
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
四
、
新
進
会
の
大
多
数
は
、
ご
く
近
い
将
来
に
お
け
る
重
要
産
業
の
国
家
管
理
に
賛
成
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
時
的
な
措
置
と
し
て
の
み
で
あ
る
。

結
局
は
私
企
業
に
回
帰
す
る
こ
と
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
指
標
で
あ
る
」
。

民主党の成立（三川）

　
G
S
に
と
っ
て
、
新
進
会
は
、
現
政
権
を
維
持
し
て
い
る
守
旧
的
な
勢
力
に
反
対
は
す
る
が
現
在
の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
根
本
的
に
変
え
る
こ

と
の
な
い
穏
健
な
政
治
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
政
策
に
お
い
て
は
、
言
葉
の
完
全
な
意
味
で
「
資
本
主
義
」
的
で
も
「
社
会
主
義
」
的
で
も
な
く
、

「
修
正
資
本
主
義
」
的
な
政
策
、
具
体
的
に
は
、
全
く
の
自
由
放
任
で
は
な
く
非
常
措
置
と
し
て
重
要
産
業
の
国
家
管
理
を
と
り
う
る
政
治
グ

ル
ー
プ
と
し
て
、
映
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
進
会
の
政
綱
は
、
第
一
章
で
指
摘
し
た
二
ニ
ゼ
ネ
ス
ト
後
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
政
治
志
向
、
す

な
わ
ち
「
申
道
」
と
「
統
制
経
済
」
に
み
ご
と
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
新
進
会
が
財
界
の
革
新
を
標
榜
し
て
い
た
経
済
同
友
会
の
帆
足
計
や
藤
井
丙
午
ら
と
密
接
に
連
携
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
（
毎

日
2
・
2
、
読
売
2
・
5
）
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
経
済
同
友
会
が
新
進
会
の
運
動
の
基
盤
を
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
史

料
を
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
事
実
は
少
な
く
と
も
財
界
の
中
に
彼
ら
の
運
動
を
理
解
し
、
期
待
す
る
層
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

　
⑥

い
る
。

2
　
第
三
次
連
立
工
作

新
進
会
は
、
結
成
の
翌
二
月
一
日
よ
り
、
申
し
合
わ
せ
通
り
連
立
内
閣
樹
立
の
た
め
の
運
動
を
展
開
し
始
め
た
。
二
月
一
日
、
保
利
、
荒
木
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武
行
、
五
坪
茂
雄
、
岡
部
得
三
、
原
健
三
郎
ら
無
名
は
、
新
進
会
を
代
表
し
て
、
幣
原
総
裁
を
訪
問
し
、
前
日
の
三
項
目
の
申
し
合
わ
せ
を
進

言
し
た
。
幣
原
か
ら
は
申
し
合
わ
せ
の
う
ち
「
現
内
閣
を
超
然
内
閣
と
呼
ぶ
」
こ
と
以
外
の
他
の
二
項
目
に
つ
い
て
「
全
面
的
な
賛
成
」
を
得

た
（
読
売
2
・
2
）
。
右
代
表
は
、
さ
ら
に
進
歩
党
幹
部
の
会
同
を
求
め
、
一
松
定
吉
卿
相
、
河
合
良
成
厚
相
、
犬
養
総
務
会
長
、
田
中
萬
逸
幹

事
長
ら
の
出
席
の
下
に
申
し
合
わ
せ
の
趣
旨
を
説
明
し
「
全
幹
部
」
の
賛
意
を
取
り
つ
け
た
（
毎
日
2
・
2
）
。
斬
進
会
の
運
動
に
よ
っ
て
進
歩

党
は
挙
党
一
致
し
て
連
立
内
閣
樹
立
の
気
運
促
進
に
乗
り
出
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
新
進
会
は
吉
川
兼
光
、
高
瀬
傳
ら
「
社
会
党
右
派
の
少
壮
組
し
や
小
島
徹
三
、
江
藤
夏
雄
、
廿
日
出
彪
ら
「
自
由
党
の
芦
田
派
」
と
連

絡
を
取
り
つ
つ
（
読
売
2
・
2
）
、
奮
わ
ば
自
由
党
と
社
会
党
右
派
の
少
壮
代
議
士
を
語
ら
い
、
さ
ら
に
協
同
民
主
党
や
無
所
属
代
議
士
を
も
巻

き
込
ん
で
、
二
月
四
日
か
ら
二
月
六
日
ま
で
二
〇
名
か
ら
四
〇
名
弱
の
規
模
で
連
日
各
党
有
志
代
議
士
会
を
開
催
し
、
連
立
内
閣
樹
立
の
気
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

促
進
に
努
め
た
。
二
月
八
日
に
は
、
そ
の
参
加
者
は
六
二
名
に
達
し
た
。
新
進
会
の
推
し
進
め
る
以
下
の
連
立
工
作
は
、
こ
う
し
た
各
党
有
志

代
議
士
会
の
連
立
促
進
運
動
を
後
景
に
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
二
月
二
日
、
新
進
会
の
保
利
、
原
、
細
川
八
十
八
、
金
光
ら
四
半
は
大
久
保
留
次
郎
自
由
党
総
務
を
、
荒
木
、
川
崎
、
坪
川
信
三
、
五
坪
、

図
司
安
正
ら
五
塵
は
大
野
伴
睦
同
党
幹
事
長
を
、
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
連
立
の
急
務
を
説
き
、
自
由
党
が
連
立
促
進
の
態
度
を
と
る
よ
う
要
請

し
た
（
朝
日
2
・
3
）
。
二
月
三
日
、
川
崎
、
岡
部
、
細
川
、
椎
熊
ら
は
林
譲
治
内
閣
書
記
官
長
、
福
田
篤
泰
首
相
秘
書
官
を
訪
問
し
（
読
売

2
・
4
）
、
吉
田
首
相
が
自
同
社
連
立
政
権
の
速
や
か
な
樹
立
の
た
め
に
努
力
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
（
毎
日
2
・
4
）
。

　
一
方
、
川
崎
、
椎
熊
、
坪
川
、
荒
木
、
細
川
、
岡
部
ら
六
名
は
西
尾
末
広
社
会
党
書
記
長
を
訪
問
し
、
従
来
の
よ
う
な
「
裏
面
交
渉
」
で
は

な
く
「
三
党
首
、
幹
事
長
を
も
交
え
た
オ
ー
プ
ン
プ
レ
ー
」
で
連
立
工
作
を
進
め
た
い
と
申
し
入
れ
た
。
（
日
経
2
・
4
）
。
西
尾
は
、
新
進
会

の
連
立
工
作
が
党
と
党
と
の
間
の
「
公
式
」
な
「
連
立
交
渉
」
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
、
直
ち
に
正
式
に
党
の
機
関
に
か
け
た
い
と
答
え
た

（
朝
日
2
・
4
）
。

　
新
進
会
の
活
発
な
動
き
に
対
応
を
迫
ら
れ
た
法
皇
両
党
幹
部
は
、
二
月
四
日
、
自
由
党
か
ら
大
野
、
大
久
保
、
芦
田
政
務
調
査
会
長
、
中
島
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守
利
代
議
士
会
長
が
、
進
歩
党
か
ら
は
犬
養
、
田
中
、
長
井
源
筆
頭
院
内
総
務
、
石
黒
武
重
政
務
調
査
会
長
、
木
村
小
左
衛
門
衆
議
院
副
議
長

が
出
席
し
て
両
党
幹
部
懇
談
会
を
開
い
た
。
懇
談
会
で
は
「
挙
国
連
立
内
閣
樹
立
の
た
め
自
、
進
、
社
三
党
幹
事
長
会
談
を
速
か
に
開
催
す
る

こ
と
」
で
意
見
が
～
致
し
、
各
々
幹
部
会
を
開
き
そ
の
結
果
を
両
党
総
裁
に
進
言
す
る
こ
と
に
し
た
（
読
売
2
・
5
）
。

　
自
由
党
役
員
会
で
は
、
賛
否
両
論
が
あ
り
、
総
務
会
に
一
任
と
な
っ
た
。
総
務
会
で
も
意
見
は
一
致
せ
ず
、
吉
田
総
裁
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
夕
、
往
訪
し
た
大
野
、
大
久
保
が
裁
断
を
仰
ぐ
と
、
吉
田
は
、
幣
原
国
務
相
（
進
歩
党
総
裁
）
と
相
談
の
う
え
態
度
を
決
定

し
た
い
と
述
べ
た
（
朝
日
2
・
5
）
。

　
～
方
、
進
歩
党
の
幹
部
会
は
、
新
進
会
の
提
唱
す
る
連
立
内
閣
を
実
現
す
る
た
め
に
早
急
に
自
進
社
町
党
の
代
表
者
会
議
を
開
き
連
立
交
渉

に
入
る
べ
き
こ
と
に
決
定
し
た
。
犬
養
、
田
中
、
長
井
ら
は
、
幣
原
総
裁
を
訪
閉
し
幹
部
会
の
決
定
に
つ
い
て
了
解
を
求
め
た
。
幣
原
は
「
十

分
そ
の
意
見
を
尊
重
す
る
」
と
答
え
た
（
朝
日
同
前
）
。

　
翌
二
月
五
日
、
吉
田
と
幣
原
の
自
進
両
党
総
裁
の
会
談
が
開
か
れ
た
。
会
談
で
、
両
者
は
、
石
橋
財
政
堅
持
と
総
辞
職
を
行
な
わ
な
い
こ
と

（
日
経
2
・
7
）
を
条
件
と
し
て
、
こ
の
条
件
に
社
会
党
が
応
ず
る
模
様
が
あ
れ
ば
政
党
同
士
の
話
し
合
い
を
進
め
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に

意
見
が
一
致
し
た
（
朝
日
2
・
6
）
。
吉
田
と
の
会
見
後
幣
原
は
「
政
党
同
士
の
話
し
合
い
で
過
般
の
連
立
工
作
に
阻
害
と
な
っ
た
問
題
が
、
或

る
程
度
と
き
ほ
ぐ
さ
れ
連
立
の
気
運
が
促
進
さ
れ
て
来
る
な
ら
ば
三
党
首
会
談
を
開
い
て
正
式
な
ル
ー
ト
に
乗
せ
た
い
」
と
語
っ
た
（
読
売

2
・
6
）
。
幣
原
が
い
う
「
過
般
の
連
立
工
作
に
阻
害
と
な
っ
た
問
題
」
と
は
石
橋
財
政
の
存
続
問
題
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
第
三
次
連
立
工

作
に
お
い
て
も
石
橋
財
政
の
存
続
問
題
が
そ
の
最
大
の
焦
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
石
橋
財
政
問
題
に
つ
い
て
の
自
進
両
党
内
の
空
気
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
読
売
』
（
2
・
5
）
は
、
進

歩
党
で
は
、
石
里
…
、
小
坂
、
北
村
徳
太
郎
ら
政
調
会
系
や
犬
養
ら
が
、
「
石
橋
問
題
」
に
つ
い
て
「
絶
対
支
持
の
態
度
を
と
っ
て
お
ら
ず
む
し

ろ
連
立
の
た
め
に
は
更
迭
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
の
意
見
を
抱
い
て
い
る
模
様
で
こ
の
点
社
会
党
側
と
も
相
当
話
が
進
ん

で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
て
お
」
る
と
し
て
い
る
。
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他
方
自
由
党
内
の
す
べ
て
が
石
橋
財
政
の
存
続
に
固
執
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
『
毎
日
』
（
2
・
5
）
に
よ
れ
ば
、
先
の
二
月
四
日

の
自
由
党
の
役
員
会
、
総
務
会
で
は
、
大
野
、
大
久
保
、
本
多
市
郎
ら
連
立
反
対
派
と
田
中
源
太
郎
、
北
令
吉
、
矢
野
庄
太
郎
ら
連
立
促
進
派

と
の
対
立
が
あ
っ
た
。
矢
野
、
田
中
ら
は
政
策
面
そ
の
他
で
進
歩
党
へ
の
譲
歩
を
主
張
し
、
と
く
に
北
は
「
連
立
促
進
の
手
段
と
し
て
石
橋
問

題
に
お
い
て
も
譲
歩
し
て
は
如
何
」
と
「
幅
の
あ
る
と
こ
ろ
」
を
示
し
て
い
た
。
「
若
手
幹
部
」
は
圧
倒
的
に
後
者
を
支
持
し
て
い
た
。
新
進

会
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
自
由
党
内
の
石
橋
財
政
修
正
派
と
も
い
う
べ
き
勢
力
に
期
待
を
か
け
て
第
三
次
連
立
工
作
を
推
進
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
だ
が
、
自
由
党
内
の
石
橋
財
政
修
正
派
は
党
内
の
主
流
を
占
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
二
月
六
日
、
林
書
記
官
長
を
交
え
て
自
由
党
大
野
幹
事

長
と
会
見
し
た
（
毎
日
2
・
7
）
進
歩
党
田
中
幹
事
長
は
、
大
野
よ
り
自
由
党
の
意
向
と
し
て
「
一
、
石
橋
蔵
相
は
あ
く
ま
で
留
任
す
る
こ
と
。

～
、
社
会
党
が
こ
の
条
件
を
容
認
し
な
け
れ
ば
連
立
交
渉
は
行
な
う
必
要
は
な
い
こ
と
」
と
い
う
申
し
入
れ
を
受
け
た
（
読
売
2
・
7
）
。
石
橋

財
政
を
め
ぐ
る
自
由
党
の
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
な
対
応
に
つ
い
て
、
進
歩
党
は
、
早
速
幹
部
お
よ
び
新
進
会
の
合
同
協
議
会
（
読
売
同
前
）
を
開

き
論
議
し
た
。
こ
こ
で
は
、
進
歩
党
の
主
張
が
容
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
党
出
身
閣
僚
の
引
き
揚
げ
を
行
え
、
自
由
党
の
態
度
が
不
変
で
あ
れ
ば
こ

れ
と
の
提
携
を
打
ち
切
り
、
進
、
社
両
党
を
中
心
と
し
て
連
立
工
作
を
進
め
る
が
よ
い
な
ど
の
強
硬
論
が
出
て
次
の
申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。

　
　
　
　
「
自
、
進
最
高
幹
部
協
議
会
が
さ
き
に
決
定
せ
る
三
党
会
談
の
件
に
つ
き
協
議
の
結
果
、
進
歩
党
は
挙
党
一
致
従
来
の
行
き
が
か
り
を
す
て
、
白
紙
の

　
　
態
度
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
に
決
定
、
こ
れ
が
実
現
促
進
方
を
自
社
両
党
に
申
入
れ
る
こ
と
」
（
朝
日
2
・
7
）
。

　
こ
こ
で
い
う
「
従
来
の
行
き
が
か
り
」
が
石
橋
財
政
の
存
続
問
題
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
進
歩
党
が

「
白
紙
の
態
度
」
を
も
っ
て
臨
む
と
は
、
少
な
く
と
も
自
進
社
の
三
党
会
談
の
開
催
に
際
し
て
、
進
歩
党
は
石
橋
財
政
の
存
続
に
こ
だ
わ
ら
な

い
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
第
三
次
連
立
工
作
に
お
い
て
、
寺
僧
両
党
の
間
に
石
橋
財
政
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
「
決
定
的
と
も
み
ら

れ
る
食
い
違
い
」
（
読
売
2
・
7
）
が
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
進
歩
党
で
は
、
二
月
六
日
、
長
井
院
内
筆
頭
総
務
と
保
利
総
務
が
自
由
党
大
野
幹
事
長
と
会
見
し
、
進
歩
党
の
申
し
合
わ
せ
に
自
由
党
も
同
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調
す
る
よ
う
求
め
た
（
毎
日
2
・
7
）
。
自
由
党
は
、
翌
七
日
、
緊
急
総
務
会
を
開
き
、
進
歩
党
か
ら
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
こ

で
は
、
進
歩
党
の
「
幹
事
連
」
と
「
総
裁
」
の
「
言
ふ
こ
と
」
の
不
一
致
が
問
題
と
な
り
、
「
之
を
確
め
て
か
ら
回
答
す
る
こ
と
」
と
な
っ
た

（
芦
田
2
・
7
）
。
そ
の
日
、
大
野
幹
事
長
と
小
笠
原
八
十
美
総
務
の
両
名
が
、
犬
養
、
田
中
、
石
黒
、
長
井
を
訪
ね
（
毎
日
2
・
8
）
、
白
紙
に

か
え
っ
て
の
三
党
会
談
の
開
催
と
い
う
進
歩
党
の
主
張
と
吉
田
・
幣
原
会
談
で
一
致
し
た
石
橋
財
政
堅
持
、
総
辞
職
不
断
行
と
い
う
条
件
（
既

述
）
と
は
相
当
の
開
き
が
あ
る
こ
と
を
質
し
た
。
そ
れ
に
対
し
進
歩
党
側
は
連
立
の
条
件
を
最
初
か
ら
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
ま
ず
三
党
会
談

を
開
い
て
話
し
合
う
べ
き
で
あ
る
と
答
え
（
朝
日
2
・
8
）
、
双
方
の
主
張
は
平
行
線
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
自
進
両
党
問
の
折
衝
は
、
さ
ら
に
同

日
の
大
野
、
小
笠
原
と
田
中
、
長
井
、
保
利
の
会
談
（
毎
日
2
・
8
）
、
犬
養
と
大
野
の
会
談
（
毎
日
2
・
9
）
と
続
け
ら
れ
た
が
、
自
由
党
の
態

度
は
覆
ら
な
か
っ
た
。
進
歩
党
は
、
自
由
党
側
が
築
い
た
石
橋
財
政
存
続
問
題
と
い
う
「
鉄
の
壁
」
（
毎
日
2
・
7
）
を
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
第
三
次
連
立
工
作
は
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
自
由
党
の
頑
な
な
態
度
と
は
異
な
り
社
会
党
の
感
触
は
芳
し
か
っ
た
。
七
日
、
犬
養
が
社
会
党
の
西
尾
書
記
長
を
訪
ね
、

白
紙
で
三
党
会
談
を
開
き
た
い
旨
申
し
入
れ
る
と
、
西
尾
か
ら
は
「
社
会
党
と
し
て
は
い
つ
で
も
応
ず
る
用
意
が
あ
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

翌
八
日
に
は
、
西
尾
が
井
上
良
次
を
伴
っ
て
答
礼
と
し
て
犬
養
、
田
中
、
長
井
、
保
利
を
訪
ね
、
西
尾
の
見
解
が
中
央
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
伝
え
た
（
毎
日
2
・
9
、
読
売
2
・
9
）
。

　
第
三
次
連
立
工
作
が
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
二
月
七
日
、
折
し
も
、
既
述
の
通
り
吉
田
首
相
に
総
選
挙
の
実
施
を
命
じ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡

が
公
表
さ
れ
た
。
第
三
次
連
立
工
作
の
失
敗
と
総
選
挙
実
施
命
令
と
い
う
政
局
の
大
き
な
変
化
に
対
応
し
て
、
新
進
会
は
、
自
ら
の
運
動
の
目

標
を
連
立
内
閣
樹
立
か
ら
「
革
新
」
的
保
守
新
党
樹
立
へ
と
転
換
せ
し
め
て
い
く
。

①
新
進
会
の
人
数
は
、
『
朝
日
睡
（
2
・
2
）
、
『
毎
日
』
（
2
・
4
）
、
魍
民
報
臨

　
（
2
・
6
）
で
は
、
二
三
名
、
『
読
売
』
（
2
・
2
）
で
は
、
二
二
名
、
と
さ
れ
て

　
い
る
。
ま
た
ω
O
＞
勺
＼
O
国
P
ω
芦
診
診
該
O
⇒
O
｛
雲
O
ギ
竃
ま
門
ρ
蔓
〉
畠
三
融
冨
ω
沖
⇔

　
冒
唱
雪
甲
悶
①
げ
七
三
《
一
リ
ミ
も
‘
ら
。
卜
。
．
で
は
二
五
名
と
な
っ
て
い
る
。

②
ミ
斜
寧
ω
㍗
。
。
鱒
・

③
石
川
真
澄
『
戦
後
政
治
構
造
史
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
八
年
）
四
～
七
頁
。
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内
田
健
三
「
保
守
三
党
の
成
立
と
変
容
」
（
坂
本
義
和
／
R
・
E
・
ウ
ォ
！
ド
編

　
噸
日
本
占
領
の
研
究
輪
東
京
大
学
愚
版
会
、
一
九
八
七
年
、
所
収
）
一
三
七
～
二

　
三
一
頁
を
参
照
。

④
例
え
ば
、
保
利
は
、
「
私
の
小
さ
な
選
挙
区
で
も
民
政
党
は
民
政
党
の
、
政
友

　
会
は
政
友
会
の
跡
取
り
息
子
連
中
が
み
な
出
て
い
る
。
私
の
支
持
者
は
、
岩
時
農

　
業
会
と
い
っ
て
い
た
が
、
既
成
政
党
に
縁
の
な
い
農
業
会
の
若
手
職
員
が
中
心
に

　
な
っ
て
、
素
手
で
応
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
だ
。
そ
ん
な
事
情
も
私
の
考
え
に
確

　
か
に
大
き
く
働
い
た
と
思
う
が
、
新
し
い
酒
は
新
し
い
袋
に
盛
る
べ
き
だ
、
幣
原

　
さ
ん
や
鳩
山
さ
ん
の
後
を
継
い
だ
吉
細
さ
ん
、
こ
ん
な
人
達
に
日
本
の
政
治
を
任

　
せ
て
い
て
は
ダ
メ
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
「
民
主
党
」
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

　
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
噸
戦
後
政
治
の
覚
嘗
睡
一
九
～
二
〇
頁
）
。
因

　
に
、
世
襲
代
議
士
は
、
川
崎
、
小
坂
、
金
光
の
王
名
だ
け
で
あ
る
。
川
崎
秀
二
は

　
川
崎
克
の
、
小
坂
善
太
郎
は
小
坂
順
造
の
、
金
光
義
邦
は
金
光
庸
夫
の
、
そ
れ
ぞ

　
れ
息
で
あ
る
。

⑤
ζ
じ
6
ζ
O
幻
諺
望
∪
α
鼠
閲
○
幻
8
閾
国
幻
国
O
O
幻
U
（
℃
〆
幻
O
国
ω
日
）
”
．
．
ω
田
客

　
ω
田
客
図
〉
國
（
窯
Φ
≦
℃
δ
α
q
冨
の
し
。
一
く
Φ
Ω
暮
）
o
h
昏
Φ
冒
で
雪
℃
δ
α
q
冨
。
。
。
・
ぞ
㊦
℃
帥
「
受
．
．
”

　
＝
鳴
Φ
ぴ
H
き
蔓
一
瞬
メ
O
ω
（
〉
）
O
O
8
県

⑥
帆
足
計
は
、
こ
の
時
期
、
岡
十
万
男
「
対
談
帆
足
計
氏
に
き
く
復
興
運
動

　
を
め
ぐ
る
諸
問
題
し
（
『
週
刊
社
会
運
動
通
儒
駈
一
九
四
七
年
二
月
三
日
）
や
「
経

　
済
復
興
へ
の
道
」
（
『
社
会
思
潮
』
一
九
四
七
年
四
月
）
の
中
で
、
自
ら
の
修
正
資

　
本
主
義
論
を
語
っ
て
い
る
。

⑦
各
党
有
志
代
議
士
会
に
よ
る
連
立
促
進
運
動
に
つ
い
て
は
噸
朝
日
㎞
（
2
・
5
、

　
2
・
6
、
2
・
7
、
2
・
9
）
及
び
㎎
読
売
撫
（
2
・
5
、
2
・
6
、
2
・
7
、

　
2
・
9
）
に
依
る
。
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三
　
「
革
新
」
的
保
守
新
党
樹
立
蓮
動

1
　
芦
田
均
へ
の
工
作

　
二
月
八
日
、
進
歩
党
は
幹
部
会
を
開
き
、
依
然
と
し
て
連
立
の
構
想
に
変
化
は
な
い
が
当
面
の
連
立
工
作
は
一
応
中
止
し
て
他
日
を
期
す
る

旨
の
声
明
を
発
表
し
た
（
朝
日
2
・
9
）
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
第
三
次
連
立
工
作
の
失
敗
の
「
形
づ
く
り
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
す
で
に
前

日
の
二
月
七
日
の
夜
、
「
新
進
会
を
中
心
と
す
る
実
力
議
員
」
が
会
同
協
議
し
「
新
党
樹
立
以
外
に
進
歩
党
の
行
く
べ
き
道
な
し
」
と
の
結
論

に
到
達
し
て
い
た
。
彼
ら
は
翌
八
日
、
そ
の
方
針
を
党
の
幹
部
会
に
諮
っ
た
。
斎
藤
隆
夫
、
一
松
、
河
合
三
閣
僚
を
は
じ
め
幹
部
な
ら
び
に
在

京
代
議
士
の
ほ
と
ん
ど
が
賛
意
を
表
し
た
（
読
売
2
・
1
0
）
。
犬
養
を
は
じ
め
幹
部
の
大
部
分
は
「
連
立
が
ど
う
し
て
も
出
来
な
い
場
合
は
、
自
、

進
両
党
は
解
党
し
て
ひ
ろ
く
同
志
を
あ
つ
め
、
革
新
的
な
新
政
党
を
結
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
の
方
向
に
傾
い
て
い
た
の
で
あ
る
（
朝
日



民主党の成立（三川）

2
・
9
）
。
幹
部
会
は
こ
の
旨
を
幣
原
総
裁
に
進
寵
す
る
と
と
も
に
「
新
党
樹
立
へ
の
最
後
的
態
度
決
定
の
た
め
」
二
月
一
〇
日
に
後
述
す
る

最
高
幹
部
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
（
読
売
2
・
1
0
）
。
か
く
し
て
新
進
会
は
、
進
歩
党
の
当
面
の
党
略
を
連
立
工
作
か
ら
保
守
新
党
運
動
へ
と

転
換
さ
せ
た
が
、
実
は
、
新
進
会
は
す
で
に
新
進
会
の
結
成
直
後
か
ら
第
三
次
連
立
工
作
と
並
行
し
て
保
守
新
党
運
動
を
水
面
下
で
進
行
さ
せ

て
い
た
。
こ
の
保
守
新
党
運
動
は
、
主
と
し
て
、
薪
進
会
が
自
由
党
の
芦
田
均
に
働
き
か
け
る
形
を
と
っ
た
。

　
芦
田
均
は
、
戦
前
軍
部
に
対
し
反
骨
を
貫
い
た
り
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
外
交
官
と
し
て
、
政
党
政
治
家
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
、
国
際
政
治
学
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
ま
た
外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
幅
広
く
多
彩
な
芦
田
の
戦
前
の
活
動
の
詳
細
に
触
れ
る
余
裕

は
な
い
。
た
だ
、
犬
養
や
新
進
会
が
何
故
に
芦
田
を
彼
ら
の
保
守
新
党
運
動
の
支
柱
と
し
て
期
待
し
た
の
か
。
そ
の
要
因
を
考
え
る
の
み
に
と

ど
め
た
い
。
新
進
会
が
芦
田
に
注
目
し
た
要
因
と
し
て
は
、
ω
「
中
道
」
と
「
修
正
資
本
主
義
」
に
対
す
る
芦
田
の
関
心
、
②
社
会
党
（
右

派
）
と
の
提
携
・
連
立
と
い
う
芦
田
の
政
権
構
想
、
㈹
芦
田
が
党
内
民
主
化
運
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
、
回
厚
相
や
衆
議
院
憲
法
改
正
特
別

委
員
会
委
員
長
と
し
て
の
芦
田
の
活
躍
、
㈲
芦
田
が
G
S
に
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ω
か
ら
ω
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ま
で
に
少
な
か
ら
ず
雷
及
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
㈲
に
つ
い
て
も
最
近
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
と
く
に
ω
の
「
中
道
」
と
「
修
正
資

本
主
義
」
へ
の
芦
田
の
関
心
と
い
う
問
題
を
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

　
芦
田
は
、
す
で
に
一
九
三
六
年
の
二
・
二
六
事
件
後
に
出
版
し
た
著
書
『
新
興
日
本
の
将
来
』
（
日
本
青
年
館
、
｝
九
三
六
年
八
月
）
の
中
で
、

「
所
謂
強
力
政
治
を
要
求
す
る
人
々
の
独
裁
政
治
（
或
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
）
」
は
「
我
が
国
体
と
相
容
れ
ず
、
明
治
憲
法
の
精
神
に
詣
る
も
の
が

あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
現
代
に
流
行
す
る
自
由
主
義
排
撃
な
る
標
語
は
、
そ
の
根
本
に
於
い
て
自
由
・
王
義
の
意
義
を
誤
解
し
、
延
い
て
極
右

と
極
左
の
思
想
に
到
着
す
る
外
」
な
い
と
批
判
し
、
「
思
ふ
に
我
等
の
眼
指
す
所
は
左
右
何
れ
に
も
偏
せ
ざ
る
の
中
正
の
大
道
」
で
あ
る
と
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

芳
し
て
い
る
（
一
〇
～
一
二
頁
）
。
も
っ
と
も
こ
の
「
中
正
の
大
道
」
は
、
「
御
詔
書
に
『
響
フ
粛
正
ヲ
履
ミ
行
フ
所
中
ヲ
執
り
』
と
仰
せ
ら
れ

た
そ
の
大
御
心
」
を
体
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
の
い
う
「
立
憲
政
治
の
精
神
」
が
「
日
本
神
代
か
ら
の
一
貫
し
た
精
神
」
で
あ
る
（
　
四

～
一
五
頁
）
の
と
同
様
に
、
そ
の
政
治
思
想
史
的
位
置
付
け
に
は
、
時
代
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
の
更
な
る
考
究
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
芦
田
が
す
で
に
戦
前
に
自
ら
の
自
由
主
義
を
「
中
道
」
の
枠
組
み
の
中
で
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　
修
正
資
本
主
義
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
同
前
『
新
興
日
本
の
将
来
』
中
で
、
芦
田
は
、
資
本
主
義
が
「
一
九
世
紀
の
自
由
貿
易
時
代
」
か
ら

「
経
済
的
国
家
競
争
」
へ
と
移
行
し
た
と
と
ら
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
カ
ル
テ
ル
や
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
私
的
統
制
と
競
争
」
（
「
独
占
」
）
と
「
国

家
間
の
経
済
競
争
」
が
激
化
し
た
た
め
、
「
物
品
の
値
段
」
が
「
自
由
競
争
と
需
要
供
給
」
と
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
経
済
原
則
（
「
自
由
放
任
」

と
い
う
「
指
導
原
理
扁
）
が
変
質
し
た
と
す
る
。
そ
の
結
果
相
次
い
で
経
済
恐
慌
を
招
来
し
、
資
本
主
義
の
「
行
詰
ま
り
」
や
「
没
落
」
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
資
本
主
義
は
「
統
制
経
済
」
と
い
う
指
導
原
理
を
発
見
し
た
。
要
す
る
に
、
芦
田
は
、
「
過
去
数
年
間
の
世

界
経
済
不
況
か
ら
資
本
主
義
の
奮
い
形
が
次
第
に
変
形
さ
れ
て
、
統
制
経
済
と
い
ふ
動
力
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
ん
と
す
る
時
代
に
な
っ
た
」
と

説
く
の
で
あ
る
（
五
四
～
六
一
頁
）
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、
「
…
…
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
等
で
行
は
れ
る
統
制
経

済
は
、
同
じ
統
制
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
資
本
主
義
の
弊
害
を
是
正
し
、
全
体
主
義
に
依
っ
て
社
会
の
福
祉
を
図
る
と
い
ふ
点
に
重
点
を
措
く

の
で
あ
る
か
ら
」
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ー
や
「
共
産
制
度
」
の
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
「
政
治
的
の
大
変
革
を
伴
は
ず
し
て
、
国

内
経
済
の
調
整
を
図
る
こ
と
に
苦
心
し
て
み
る
。
従
っ
て
自
由
主
義
の
打
倒
と
い
ふ
如
き
問
題
は
起
っ
て
来
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
芦
田
の

説
く
統
制
経
済
に
は
、
あ
く
ま
で
自
由
主
義
が
保
た
れ
て
い
る
（
五
一
～
五
二
頁
）
。
厳
密
な
定
義
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
で
の
芦
田
の

「
統
制
経
済
」
は
修
正
資
本
主
義
と
同
義
と
し
て
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
修
正
資
本
主
義
へ
の
関
心
は
、
具
体
的
に

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
や
イ
ギ
リ
ス
の
福
祉
園
家
へ
の
関
心
だ
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
第
二
次
大
戦
中
、
芦
田
が
、
「
”
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

デ
イ
ー
ル
”
的
な
修
正
資
本
主
義
的
改
革
と
、
政
治
的
自
由
主
義
」
の
上
に
戦
後
構
想
を
立
て
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
『
新
興
日
本
の
将
来
』
で
示
さ
れ
た
修
正
資
本
主
義
へ
の
関
心
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
み
て
誤
り
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ば
、
芦
田
が
、
戦
後
、
一
九
四
五
年
｝
○
月
六
日
に
発
足
し
た
幣
原
内
閣
に
厚
相
と
し
て
入
閣
し
、
労
働
組
合
法
の
制
定
に
意
を
注
い
だ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

憲
法
改
正
審
議
で
、
犬
養
と
と
も
に
生
存
権
的
基
本
権
の
法
制
化
に
力
を
尽
く
し
た
り
し
た
こ
と
も
こ
の
文
脈
の
中
で
と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
犬
養
や
新
進
会
、
そ
し
て
芦
田
は
、
敗
戦
と
占
領
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
政
治
状
況
に
対
応
す
る
た
め
の
政
治
的
枠
組
み
と
し
て
の
「
中
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道
」
と
政
治
理
念
・
政
策
と
し
て
の
「
修
正
資
本
主
義
」
の
有
効
性
に
早
く
か
ら
着
目
し
て
い
た
保
守
政
治
家
群
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
、
保
守
新
党
樹
立
を
め
ぐ
る
新
進
会
の
芦
田
へ
の
工
作
の
様
相
を
、
同
じ
進
歩
党
の
斎
藤
隆
夫
の
芦
田
へ
の
働
き
か
け
や
芦
田
周

辺
の
思
惑
な
ど
に
も
目
を
当
て
な
が
ら
見
て
み
よ
う
。

　
二
月
二
日
、
新
進
会
の
保
利
が
芦
田
を
往
訪
し
た
。
「
決
心
し
て
起
上
っ
て
く
れ
、
ボ
ス
と
手
を
切
っ
て
｝
緒
に
な
っ
て
く
れ
」
と
の
保
利

　
　
⑧

の
要
請
に
対
し
、
芦
田
の
心
は
「
大
に
動
い
た
」
（
芦
田
2
・
2
）
。
芦
田
は
、
早
速
「
少
壮
同
志
」
と
相
談
し
た
。
二
月
三
日
、
矢
野
庄
太
郎
、

田
中
源
三
郎
、
綿
貫
佐
民
、
小
島
徹
三
、
江
藤
夏
雄
、
栗
山
長
次
郎
、
飯
国
壮
三
郎
、
廿
日
出
彪
、
大
滝
亀
代
司
ら
が
交
詞
社
に
集
ま
っ
た
が
、

各
種
の
意
見
を
出
し
合
う
に
と
ど
ま
っ
た
。
矢
野
、
田
中
ら
「
玄
人
」
議
員
は
強
気
で
＝
年
生
」
議
員
は
弱
気
で
あ
っ
た
（
芦
田
2
・
3
）
。

　
二
月
四
日
、
第
三
次
連
立
工
作
へ
の
対
応
を
検
討
し
た
既
述
の
再
進
両
党
幹
部
会
で
、
芦
田
は
、
自
進
両
党
に
小
会
派
を
も
加
え
た
保
守
陣

営
の
「
大
同
団
結
の
一
党
」
を
樹
立
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
進
歩
党
の
犬
養
、
木
村
か
ら
「
雷
下
」
に
賛
同
を
得
た
（
芦
田
2
・
5
）
。
二
月

六
日
、
芦
田
は
進
歩
党
の
斎
藤
を
訪
ね
、
「
吾
等
は
先
以
て
脱
皮
し
て
上
し
き
保
守
陣
営
の
大
同
団
結
を
為
す
べ
き
で
あ
る
」
と
説
き
、
斎
藤

か
ら
「
賛
成
だ
、
又
近
日
話
そ
う
」
と
の
返
答
を
得
た
。
そ
の
日
、
進
歩
党
役
員
会
の
様
子
を
報
告
に
来
た
安
達
鶴
太
郎
、
小
島
、
廿
日
出
に

竹
田
儀
一
と
進
歩
党
の
石
里
…
武
重
が
加
わ
り
、
今
後
の
対
策
を
論
じ
、
「
挙
国
態
勢
政
権
の
樹
立
」
と
「
保
守
陣
営
の
大
同
団
結
」
の
「
促
進
」

を
打
ち
合
わ
せ
た
（
芦
田
2
・
6
）
。

　
二
月
七
日
、
総
選
挙
実
施
を
命
じ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
が
公
表
さ
れ
る
と
、
芦
田
は
、
矢
野
、
坂
東
幸
太
郎
、
田
中
と
会
同
し
て
「
大
同

団
結
の
運
動
」
の
「
続
行
」
を
「
一
決
」
し
、
そ
の
夕
、
中
島
守
利
、
栗
山
、
塩
月
学
ら
に
総
務
会
の
多
数
意
見
と
し
て
「
大
同
団
結
論
」
を

ま
と
め
る
と
の
決
意
を
披
渥
し
て
賛
同
を
得
た
（
芦
田
2
・
7
）
。

　
二
月
八
日
、
芦
田
、
中
島
、
矢
野
は
、
総
理
官
邸
に
吉
田
を
訪
ね
た
。
中
島
が
吉
田
に
自
由
、
進
歩
に
小
会
派
も
合
わ
せ
た
「
大
同
団
結
」

は
ど
う
か
と
問
い
か
け
る
と
、
「
そ
れ
が
出
来
れ
ば
結
構
だ
、
何
と
か
君
田
の
手
で
や
っ
て
貰
ひ
た
い
」
と
吉
田
は
答
え
た
（
芦
田
2
・
8
）
。
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芦
田
ら
は
自
進
大
同
団
結
に
よ
る
新
党
樹
立
運
動
に
つ
い
て
公
認
の
言
質
を
総
裁
吉
田
か
ら
と
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
月
九
日
、
芦
田
は
再
び
斎
藤
を
訪
ね
た
。
斎
藤
は
、
「
門
戸
を
開
く
為
め
に
も
自
由
、
進
歩
の
両
党
を
解
消
し
て
、
小
会
派
を
含
む
民
主

的
な
新
政
党
を
造
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
」
と
主
張
、
芦
田
は
こ
れ
に
協
力
を
契
っ
た
（
芦
田
2
・
9
）
。
そ
し
て
同
日
来
訪
し
た
花
月
純
誠
の

「
吉
田
内
閣
を
倒
す
ん
で
す
ね
」
と
の
問
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
私
も
こ
の
処
一
芝
居
打
っ
て
内
閣
を
倒
そ
う
か
と
も
考
え
た
。
要
す
る
に
、
途
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
自
、
進
と
三
派
と
を
一
丸
と
し
て
大
政
党
を

　
　
造
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
単
な
る
自
進
合
同
の
み
で
あ
っ
て
は
政
局
は
打
開
で
き
な
い
。
又
、
新
政
党
の
頭
目
に
古
い
型
の
御
本
尊
を
頂
く
の
で
あ
っ

　
　
て
も
旧
態
依
然
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
か
、
自
、
進
両
党
の
新
進
分
子
が
三
派
と
合
し
て
第
一
党
と
な
る
こ
と
が
吉
田
内
閣
を
倒
し
て
新
党
首
班
の
内
閣
を

　
　
組
織
す
る
所
以
で
あ
る
」
（
芦
田
同
前
）
。

　
自
記
を
軸
に
し
た
「
大
政
党
」
か
、
「
革
新
扁
螺
保
守
新
党
か
。
二
つ
の
保
守
薪
党
構
想
が
交
錯
し
つ
つ
芦
田
に
働
き
か
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
芦
田
は
後
者
の
「
途
」
を
選
ん
で
い
た
。
そ
の
夜
、
川
崎
、
椎
熊
、
五
坪
、
橘
直
治
ら
新
進
会
の
四
名
が
芦
田
を
往
訪
し
、
芦
田
の
「
決

心
」
を
聞
い
た
。
芦
田
が
「
い
よ
い
よ
と
い
ふ
時
に
、
君
の
方
は
何
人
飛
出
す
か
ね
」
と
質
問
す
る
と
、
椎
熊
が
「
ソ
レ
懐
け
の
御
決
心
を
伺

っ
て
大
に
安
心
し
ま
し
た
」
と
言
っ
た
。
芦
田
は
そ
の
質
問
が
「
少
し
不
用
意
過
る
」
と
気
づ
い
た
が
、
も
う
取
り
返
し
が
っ
か
な
か
っ
た
。

上
進
会
の
四
名
は
進
歩
党
か
ら
新
党
へ
の
参
加
者
を
「
最
小
限
三
十
一
人
」
と
し
、
決
起
す
る
人
た
ち
の
氏
名
を
書
き
上
げ
て
芦
田
の
手
も
と

に
残
し
て
い
っ
た
（
芦
田
2
・
9
）
。
『
読
売
』
（
2
・
1
1
）
は
、
新
進
会
の
こ
の
芦
田
へ
の
往
訪
に
つ
い
て
芦
田
が
「
革
新
新
政
党
の
実
現
に
非

常
な
熱
意
を
示
し
た
」
と
報
じ
た
。

2

「
革
新
」
的
保
寄
新
党
樹
立
決
定
と
第
四
次
連
立
工
作

　
芦
田
工
作
が
順
調
に
進
め
ら
れ
た
後
、
進
歩
党
で
は
、
既
述
の
通
り
、
二
月
一
〇
日
、
新
党
樹
立
に
関
す
る
態
度
を
決
す
る
た
め
の
最
高
幹

部
会
が
開
か
れ
た
。
最
高
幹
部
会
に
は
、
幣
原
総
裁
を
は
じ
め
、
斎
藤
、
一
松
、
河
合
の
党
出
身
閣
僚
、
犬
養
総
務
会
長
、
田
中
幹
事
長
、
石
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黒
政
務
調
査
会
長
、
林
蓮
代
議
士
会
長
、
長
井
筆
頭
院
内
総
務
、
木
村
衆
議
院
副
議
長
ら
が
出
席
し
た
。
斎
藤
か
ら
自
由
、
進
歩
、
出
来
れ
ば

そ
の
他
の
党
に
も
呼
び
か
け
「
新
時
代
に
適
応
す
る
一
大
保
守
新
党
」
を
作
り
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、
幣
原
は
じ
め
全
幹
部
が
了
承
し
た
。

し
か
し
、
新
党
構
想
に
つ
い
て
は
、
発
進
提
携
・
合
同
論
と
保
守
派
進
歩
的
分
子
の
糾
合
論
の
対
立
が
あ
り
、
結
論
に
至
ら
な
か
っ
た
（
読
売

2
・
1
1
）
。
最
高
幹
部
会
は
、
斎
藤
提
案
に
つ
い
て
、
党
内
の
「
中
老
、
中
堅
、
新
進
」
に
は
か
っ
て
挙
党
一
致
し
て
「
展
開
」
す
る
た
め
（
毎

日
2
・
1
1
）
、
同
日
、
党
本
部
に
幹
部
及
び
在
京
代
議
士
の
合
同
会
議
（
以
下
幹
部
会
と
い
う
）
を
開
き
具
体
策
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の

声
明
を
発
表
し
た
。

　
　
　
「
一
、
現
状
維
持
を
前
提
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
政
治
行
動
を
排
撃
す
る

　
　
　
一
、
革
新
的
～
大
新
政
党
の
実
現
を
促
進
し
連
立
内
閣
は
こ
の
精
神
の
基
盤
の
上
に
樹
て
ら
れ
る
べ
き
こ
と

　
　
　
一
、
革
新
的
～
大
新
政
党
実
現
の
機
熟
し
た
る
と
き
は
わ
が
党
は
即
時
解
消
す
る
こ
と

　
　
　
～
、
新
政
党
の
連
絡
委
員
会
を
即
時
結
成
す
る
こ
と
」
（
読
売
2
・
1
1
）
。

　
声
明
の
第
四
項
に
い
う
車
田
結
成
連
絡
委
員
会
は
、
委
員
長
を
斎
藤
が
務
め
、
メ
ン
バ
ー
は
、
犬
養
、
田
中
、
一
松
、
河
合
、
石
黒
、
成
島

勇
、
林
、
地
崎
、
保
利
、
長
尾
達
生
、
苫
米
地
義
三
、
堀
川
恭
平
、
荒
木
、
椎
熊
、
坪
川
、
川
崎
、
原
、
細
川
、
小
坂
、
加
藤
高
蔵
の
総
勢
二

一
名
で
あ
っ
た
（
同
前
）
。
こ
の
う
ち
、
新
進
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
保
利
、
地
崎
、
坪
川
、
荒
木
、
椎
熊
、
川
崎
、
原
、
細
川
、
小
坂
、
加
藤

ら
一
〇
名
で
半
数
近
く
を
占
め
た
。
幹
部
会
の
決
定
は
、
犬
養
と
新
進
会
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
面
、
保
守
派

進
歩
的
分
子
の
糾
合
論
が
自
進
提
携
・
合
同
論
を
押
さ
え
込
ん
だ
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
日
夕
、
早
く
も
坪
川
が
協
民
党
本
部
に
三
木
武

夫
を
、
川
崎
、
細
川
が
国
民
党
本
部
に
岡
田
勢
一
、
笹
森
順
三
を
訪
ね
、
新
党
樹
立
の
趣
旨
を
説
明
し
た
（
朝
臼
2
・
1
1
）
。
こ
の
新
党
声
明
で

注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
声
明
が
幣
原
の
承
認
を
得
る
前
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
四
次
連
立
工
作
と
絡

ん
で
後
に
問
題
と
な
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
く
し
て
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
後
新
進
会
が
水
面
下
で
進
め
て
い
た
保
守
新
党
運
動
は
公
然
化
し
、
進
歩
党
は
「
革
新
的
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～
大
新
政
党
」
樹
立
に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
運
動
は
す
ぐ
に
停
頓
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
新
党
の

樹
立
を
党
是
と
し
た
ま
さ
に
そ
の
二
月
一
〇
日
の
幹
部
会
で
、
河
合
厚
相
が
社
会
党
と
の
間
で
第
四
次
連
立
工
作
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
公
に

し
た
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
第
四
次
連
立
工
作
は
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
後
の
「
危
局
」
乗
り
切
り
の
た
め
「
依
然
と
し
て
社
会
党
と
の
協
力
を
希
望
す
る

意
思
を
捨
て
て
い
な
い
」
吉
田
の
意
を
汲
ん
だ
（
石
橋
湛
山
『
湛
山
回
想
臨
毎
日
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
、
三
五
〇
頁
）
自
由
党
の
石
橋
蔵
相
が
、
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

歩
党
の
河
合
厚
相
と
と
も
に
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
工
作
は
、
二
月
六
日
の
石
橋
と
西
尾
末
広
の
会
談
で
本
格
化
し
、
二
月
九
日
の
石
橋
、

河
合
、
西
尾
、
水
谷
長
三
郎
と
枝
木
輝
雄
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
を
交
え
た
三
田
の
料
亭
「
桂
」
で
の
会
談
、
い
わ
ゆ
る
「
桂
会
談
」
へ
と
進
ん

だ
（
湛
山
2
・
6
、
2
・
9
）
。
こ
の
会
談
で
、
一
時
的
に
せ
よ
石
橋
財
政
問
題
に
つ
い
て
妥
協
が
図
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
進
歩
党
に
と
っ
て
、
第
四
次
連
立
工
作
の
問
題
点
は
、
こ
の
工
作
に
党
幹
部
の
河
合
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
犬
養

や
新
進
会
が
進
歩
党
を
し
て
「
三
型
的
～
大
新
政
党
」
に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
さ
せ
た
矢
先
の
こ
と
で
あ
る
。
果
た
し
て
河
合
の
「
独
断
的
動

き
」
（
日
経
2
・
1
1
）
は
二
月
～
○
日
の
幹
部
会
で
大
反
発
を
受
け
た
。
少
し
自
分
の
立
場
に
偏
し
過
ぎ
る
嫌
い
な
し
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
の

幹
部
会
の
状
況
は
河
合
の
日
記
が
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。
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「［

�
誌
¥
日
］
朝
、
犬
養
へ
電
話
で
成
立
を
告
ぐ
。
幣
原
私
邸
へ
行
き
、
は
じ
め
て
総
裁
に
報
告
。
辻
嘉
六
に
電
話
。
十
時
よ
り
総
裁
室
で
再
度
報
告
。

現
状
を
説
明
す
。
木
村
賛
成
、
斎
藤
、
犬
養
不
賛
成
、
な
お
田
中
、
一
松
も
だ
い
ぶ
不
賛
成
、
石
黒
も
批
判
的
、
林
は
黙
す
。
自
由
党
の
態
度
を
見
た
上

と
の
結
論
。
官
邸
に
行
き
、
～
時
間
睡
眠
。
午
後
二
時
本
部
へ
行
く
。
俄
然
幹
部
会
の
空
気
沸
騰
、
新
党
樹
立
に
水
を
か
け
る
も
の
な
り
と
。
椎
熊
、
保

利
の
反
撃
、
犬
養
の
田
中
へ
の
叱
責
、
総
裁
へ
の
反
感
露
出
。
～
松
媚
態
、
斎
藤
の
消
極
的
煽
動
。
藍
沢
、
北
村
、
細
川
も
犬
養
へ
賛
成
、
川
崎
は
や
や

再
建
説
。

　
犬
養
は
決
し
て
と
り
ま
と
め
役
に
あ
ら
ず
、
反
党
を
指
導
す
。
余
の
関
係
者
も
黙
す
る
か
、
な
い
し
は
犬
養
へ
の
媚
態
。
余
は
経
過
報
告
を
な
す
。
党

の
従
来
よ
り
の
連
立
内
閣
方
針
の
も
と
に
、
一
党
員
と
し
て
難
関
解
決
を
為
し
た
り
。
新
党
は
賛
成
な
れ
ど
、
時
期
、
方
法
あ
り
、
ま
ず
第
一
に
連
立
を
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必
要
と
す
」
（
河
合
良
成
『
孤
軍
奮
闘
の
三
十
年
』
講
談
社
、
～
九
七
〇
年
、
一
七
八
～
一
七
九
頁
）
。

　
ま
る
で
河
合
に
対
す
る
集
中
砲
火
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
面
、
こ
れ
は
進
歩
党
内
の
保
守
新
党
運
動
の
勢
い
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

こ
の
情
勢
に
慌
て
た
の
は
、
吉
田
や
幣
原
で
あ
っ
た
。
同
日
、
吉
田
は
、
急
い
で
、
幣
原
、
河
合
、
石
橋
、
植
原
ら
各
閣
僚
、
林
書
記
官
長
及

び
自
由
党
の
大
野
、
大
久
保
ら
を
招
い
て
協
議
し
た
（
朝
日
2
・
1
1
）
。
席
上
、
河
合
は
進
歩
党
の
態
度
に
つ
い
て
な
じ
ら
れ
、
協
議
を
終
え
た

後
、
幣
原
は
「
犬
養
の
発
表
は
余
の
承
諾
を
受
け
た
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
憤
慨
し
た
（
前
掲
河
合
異
聞
奮
闘
の
三
十
年
』
｝
七
九
頁
）
。
対
応
を

迫
ら
れ
た
自
由
党
側
は
、
連
立
問
題
お
よ
び
菖
蒲
問
題
に
つ
い
て
、
自
進
両
党
総
裁
、
河
合
進
歩
、
石
橋
自
由
両
党
出
身
閣
僚
お
よ
び
両
党
幹

事
長
に
よ
る
合
同
会
談
を
申
し
入
れ
た
が
、
進
歩
党
側
は
、
自
由
党
側
に
現
状
維
持
を
前
提
と
す
る
政
治
行
動
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
空
気
が

見
ら
れ
る
と
し
、
こ
の
申
し
入
れ
を
一
蹴
し
た
（
毎
日
2
・
1
1
）
。

　
一
方
、
河
合
は
そ
の
夜
、
「
桂
」
に
て
、
石
橋
、
西
尾
、
平
野
増
吉
、
と
会
見
し
た
。
河
合
日
記
に
は
「
…
…
進
歩
党
の
内
部
が
割
れ
か
け

た
も
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
、
余
に
対
す
る
質
問
、
余
の
陳
謝
、
必
ず
貴
任
を
も
っ
て
解
決
す
と
言
明
」
と
あ
る
（
前
掲
河
合
『
孤

軍
奮
闘
の
三
十
年
』
～
七
九
頁
）
。
進
歩
党
内
で
連
立
に
反
対
さ
れ
て
体
面
を
傷
つ
け
ら
れ
た
河
合
の
窮
状
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
河
合
に
と
っ
て

「
解
決
」
の
手
段
と
は
犬
養
を
説
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
河
合
は
犬
養
を
訪
ね
説
得
を
試
み
た
が
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
（
同
前
）
。

　
こ
う
し
て
河
合
と
犬
養
ら
と
は
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
そ
の
対
立
は
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
も
の
と
な
っ
た
。
翌
二
月
一
一
日
、
河
合
は
、

閣
僚
「
辞
職
声
明
書
」
を
用
意
し
、
そ
の
意
志
を
木
村
を
通
し
て
幣
原
に
伝
え
、
同
時
に
幣
原
に
犬
養
離
党
勧
告
の
決
意
を
迫
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
日
、
犬
養
と
刺
し
違
え
る
覚
悟
で
最
高
幹
部
会
に
臨
ん
だ
河
合
は
、
犬
養
が
連
立
工
作
賛
成
に
回
っ
た
こ
と
で
肩
透
か
し
を
食
わ
さ

れ
る
（
同
前
）
。

　
犬
養
が
ど
の
よ
う
な
情
勢
判
断
を
し
て
第
四
次
連
立
工
作
へ
の
態
度
を
変
化
さ
せ
た
の
か
は
不
詳
だ
が
、
犬
養
の
態
度
変
更
に
よ
っ
て
、
進

歩
党
は
第
四
次
連
立
工
作
に
対
す
る
方
針
を
変
化
さ
せ
た
。
二
月
一
一
日
、
進
歩
党
最
高
幹
部
会
は
「
新
党
工
作
に
つ
い
て
は
従
来
の
方
針
の

も
と
に
ま
い
進
ず
る
も
、
外
部
情
勢
と
に
ら
み
合
せ
か
つ
連
立
に
支
障
を
来
さ
ざ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
」
（
読
売
2
・
1
2
）
と
い
う
申
し
合
わ
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せ
を
発
表
し
た
。
要
す
る
に
、
進
歩
党
は
連
立
工
作
と
新
党
運
動
の
二
本
立
で
進
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
薪
党
運
動
は
連
立
工
作
に

支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
留
意
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
力
点
が
連
立
工
作
の
方
に
置
か
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
か
く
し
て
進
歩
党
は
新
党
か
ら
連
立
へ
と
再
び
方
針
を
変
更
し
た
が
、
皮
肉
に
も
当
の
連
立
工
作
そ
の
も
の
は
は
か
ば
か
し
く
は
進
展
し
て

い
な
い
。
二
月
一
」
日
、
犬
養
ら
に
矛
を
収
め
さ
せ
た
河
合
が
石
橋
を
訪
ね
る
と
、
石
橋
は
河
合
に
「
西
尾
の
話
に
疑
義
が
あ
り
た
り
」
と
語

っ
た
。
翌
一
二
日
、
ふ
た
た
び
「
桂
」
で
、
石
橋
、
河
合
、
西
尾
、
水
谷
が
、
平
野
増
吉
（
湛
山
2
・
1
2
）
と
枝
木
を
加
え
、
夜
八
時
か
ら
朝

の
三
時
ま
で
「
熟
議
」
し
た
が
、
「
西
尾
は
社
会
党
の
困
難
を
言
い
、
不
調
に
終
わ
ら
せ
た
き
意
向
。
石
橋
氏
も
強
く
成
立
を
主
張
せ
ず
」
と

い
う
有
様
に
な
っ
て
い
た
。
河
合
が
取
り
な
し
て
、
連
立
の
条
件
に
関
す
る
政
治
協
定
と
政
策
協
定
の
案
文
が
作
ら
れ
た
（
前
掲
河
合
菰
軍
奮

闘
の
三
十
年
』
一
八
○
頁
、
前
掲
石
橋
『
湛
山
圓
想
喚
三
五
二
～
三
五
四
頁
）
も
の
の
、
蔵
相
人
事
を
め
ぐ
っ
て
の
両
者
の
見
解
に
は
越
え
ら
れ
ぬ
懸

隔
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
連
立
工
作
は
、
二
月
｝
三
日
の
自
首
羅
馬
党
に
協
民
、
国
民
を
加
え
た
五
党
会
談
、
さ
ら
に
一
四
日
の
正
式
の
五
党

代
表
者
会
談
に
及
ん
だ
が
、
石
橋
蔵
相
問
題
で
留
任
に
固
執
す
る
自
由
党
と
、
退
陣
を
迫
る
社
会
党
と
の
間
で
調
整
が
つ
か
ず
、
五
党
代
表
は

一
四
日
、
共
同
声
明
を
発
表
し
て
連
立
工
作
を
打
ち
切
っ
た
。

　
第
四
次
連
立
工
作
は
、
結
局
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
石
橋
と
河
合
は
、
社
会
党
と
の
連
立
と
い
う
所
期
の
目
的
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
と
覚
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
、
連
立
工
作
と
同
時
に
表
面
化
し
た
保
守
新
党
運
動
を
減
速
さ
せ
る
と
い
う
「
成
果
」
を
あ
げ
た

こ
と
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
進
歩
党
の
場
合
、
す
で
に
触
れ
た
通
り
、
党
略
の
重
点
を
新
党
樹
立
か
ら
連
立
工
作
へ
と
移
行
さ
せ
る
と

い
う
形
で
現
れ
た
。
「
革
新
」
的
保
守
新
党
樹
立
運
動
の
も
う
一
方
の
当
事
者
で
あ
っ
た
自
由
党
の
芦
田
の
場
合
は
、
脱
党
問
題
に
つ
い
て
党

内
で
追
及
を
受
け
る
事
態
が
生
じ
た
。
二
月
置
日
、
自
由
党
総
務
懇
談
会
で
は
、
「
自
分
は
す
で
に
橋
を
わ
た
っ
た
」
と
の
芦
田
の
言
明
が

問
題
と
な
り
、
芦
田
は
、
一
切
を
否
定
し
、
新
進
会
員
と
の
再
度
に
わ
た
る
「
会
議
の
事
実
」
に
つ
い
て
も
言
を
左
右
に
し
た
（
毎
日
2
・
1
2
）
。

　
し
か
し
、
保
守
新
党
運
動
は
あ
く
ま
で
減
速
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
決
し
て
沙
汰
止
み
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
進
歩
党
で
は
、
二

月
～
二
日
、
斎
藤
、
～
松
、
犬
養
、
田
申
ら
幹
部
が
役
員
会
を
開
き
、
連
立
問
題
に
つ
い
て
は
前
日
の
声
明
通
り
そ
の
成
立
の
妨
害
を
し
な
い
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こ
と
を
改
め
て
申
し
合
わ
せ
た
も
の
の
、
荒
木
武
行
情
報
部
長
か
ら
の
談
話
の
形
式
で
、
進
歩
党
は
「
あ
く
ま
で
新
党
の
結
成
に
進
む
」
と
言

明
し
、
芦
田
の
新
党
参
加
否
認
の
言
辞
に
つ
い
て
も
そ
れ
を
全
く
否
定
し
た
（
毎
日
2
・
1
3
）
。

　
二
月
～
二
日
、
芦
田
も
日
記
に
、
「
休
戦
だ
。
決
し
て
和
平
で
は
な
い
」
と
記
し
て
自
ら
を
鼓
舞
し
（
芦
田
2
・
1
2
）
、
二
月
一
四
日
に
は

「
三
派
連
立
は
今
日
い
よ
い
よ
葬
式
を
出
す
。
そ
う
な
る
と
進
歩
党
が
ど
う
出
る
か
“
問
題
と
な
る
」
と
保
守
新
党
運
動
の
再
開
に
向
け
て
決

意
を
新
た
に
し
た
（
芦
田
2
・
1
4
）
。
保
守
新
党
運
動
の
再
燃
は
必
定
と
も
言
え
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
次
連
立
工
作
の
失
敗
を
見
極
め
た
吉
田
は
、
二
月
　
四
日
、
内
閣
再
改
造
を
行
い
、
進
歩
党
か
ら
木
村
小
左
衛
門
衆
議
院
副
議
長
を
農

相
に
、
田
中
萬
逸
幹
事
長
を
国
務
相
（
復
興
院
総
裁
）
に
起
用
し
た
。
吉
田
と
幣
原
は
、
先
の
内
閣
改
造
以
来
不
満
の
色
が
濃
か
っ
た
進
歩
党

を
「
な
だ
め
」
自
誓
「
与
党
の
結
束
」
を
図
ろ
う
と
し
た
（
朝
日
2
・
1
5
）
の
だ
が
、
そ
の
効
果
は
全
く
覚
束
な
か
っ
た
。
そ
の
日
、
進
歩
党

は
「
…
…
救
国
新
政
党
樹
立
の
大
は
い
を
か
か
げ
て
い
よ
い
よ
ま
い
進
ず
る
こ
と
を
誓
う
」
と
の
声
明
を
発
表
し
て
い
た
（
毎
日
2
・
1
5
）
。

3
　
民
主
党
の
結
成

　
二
月
～
四
日
、
第
九
二
議
会
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
波
乱
を
孕
み
つ
つ
も
、
衆
議
院
選
挙
法
改
正
案
の
審
議
が
始
ま
っ
た
。
ま

た
、
二
月
一
七
日
、
臨
時
閣
議
で
、
地
方
首
長
選
挙
（
四
月
五
日
）
、
参
議
院
選
挙
（
四
月
二
〇
日
）
、
衆
議
院
選
挙
（
四
月
二
五
日
）
、
地
方
議
会

選
挙
（
四
月
三
〇
日
）
な
ど
各
種
選
挙
の
期
日
が
決
め
ら
れ
た
（
朝
日
款
聞
政
党
記
者
団
『
政
党
年
鑑
藤
昭
和
二
十
三
年
、
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
四
八
年
、

四
〇
、
四
三
、
五
三
～
五
四
頁
）
。
四
月
選
挙
の
準
備
態
勢
を
整
え
る
た
め
に
も
、
進
歩
党
に
は
新
党
樹
立
に
関
し
て
の
態
度
決
定
が
迫
ら
れ
た
。

そ
し
て
こ
の
曲
説
樹
立
問
題
の
帰
趨
は
、
幣
原
ら
党
の
要
路
の
自
置
合
同
論
と
犬
養
や
新
進
会
の
「
革
新
」
的
保
守
新
党
論
と
い
う
二
つ
の
保

守
新
党
構
想
の
激
し
い
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
月
一
九
日
、
幣
原
は
、
斎
藤
の
協
力
を
得
つ
つ
、
吉
田
に
対
し
正
式
に
自
進
合
同
を
申
し
入
れ
た
（
朝
日
2
・
2
1
）
。
合
同
後
の
党
総
裁
に

は
、
吉
田
が
擬
せ
ら
れ
て
い
た
（
毎
日
2
・
2
2
、
芦
田
2
・
1
9
）
。
、
こ
れ
に
対
し
吉
田
は
賛
否
を
表
明
せ
ず
、
大
野
幹
事
長
に
そ
の
申
し
入
れ
を29　（697）



伝
え
た
（
朝
日
2
・
2
1
）
。
二
月
二
一
日
、
自
由
党
は
総
務
会
で
検
討
し
た
が
、
儀
礼
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
合
同
を
不
可
と
し
な
い
が
今

は
時
期
で
は
な
い
と
い
う
見
方
が
大
勢
を
占
め
た
（
毎
日
2
・
2
3
）
。
岡
日
、
そ
の
旨
を
大
野
か
ら
進
歩
党
に
回
答
し
た
（
日
経
2
・
2
2
）
。
す
で

に
二
月
二
〇
日
、
大
野
は
党
の
選
挙
費
用
を
ま
か
な
う
立
場
か
ら
自
進
合
同
に
強
く
反
対
す
る
意
向
を
吉
田
に
伝
え
て
い
た
（
毎
日
2
・
2
2
）
。

　
幣
原
の
自
進
合
同
の
申
し
入
れ
が
袖
に
さ
れ
る
と
、
新
進
会
は
保
守
新
党
運
動
を
活
性
化
さ
せ
た
。
二
月
二
二
日
、
新
進
会
と
中
堅
代
議
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
グ
ル
ー
プ
の
中
老
会
か
ら
な
る
心
友
会
六
一
名
は
、
幹
事
会
を
開
き
「
挙
党
一
致
解
党
し
て
天
下
の
同
志
を
糾
合
新
党
結
成
に
直
進
す
べ

し
」
と
の
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
た
（
朝
日
2
・
2
3
、
読
売
2
・
2
3
）
。
伸
友
会
の
事
実
上
の
指
導
者
は
犬
養
で
あ
っ
た
（
朝
日
2
・
2
4
）
。

　
伸
友
会
の
申
し
合
わ
せ
ば
、
ま
ず
斎
藤
に
賛
成
を
受
け
（
朝
日
2
・
2
3
）
、
同
日
、
最
高
幹
部
会
で
検
討
さ
れ
た
（
朝
日
2
・
2
4
）
。
こ
の
最
高

幹
部
会
に
つ
い
て
、
『
朝
日
』
（
2
・
2
4
）
に
は
、
自
由
党
と
の
関
係
を
苦
慮
す
る
幣
原
が
「
慎
重
考
慮
し
た
い
」
と
の
意
見
で
終
始
し
「
結
論

を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
模
様
」
と
あ
る
が
、
『
読
売
』
（
2
・
2
4
）
は
最
高
幹
部
会
で
「
時
期
を
見
て
新
党
結
成
の
た
め
進
歩
党
は
解
党
す
る
」

こ
と
に
意
見
の
一
致
を
み
た
、
と
報
じ
て
い
る
。
総
裁
幣
原
の
意
向
を
よ
そ
に
保
守
新
党
運
動
は
事
実
上
進
行
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
二
月
；
二
日
、
芦
田
は
、
進
歩
党
の
松
田
正
一
を
介
し
て
、
斎
藤
と
連
絡
を
取
り
合
っ
た
。
芦
田
は
斎
藤
に
、
進
歩
党
か
ら
の
脱
党
組
に
自

由
党
の
芦
田
ら
と
小
会
派
を
合
わ
せ
た
新
党
樹
立
構
想
を
示
し
た
が
、
斎
藤
は
、
進
歩
党
を
母
体
に
小
会
派
と
自
由
党
の
芦
田
ら
を
合
わ
せ
て

の
第
一
党
形
成
を
目
論
ん
で
い
た
。
芦
田
は
「
進
歩
党
が
挙
党
一
致
幣
原
氏
を
担
ぐ
以
上
、
小
会
派
は
合
同
で
進
歩
党
と
一
体
に
は
な
ら
ぬ
」

と
し
、
「
こ
れ
で
愈
進
歩
党
の
新
党
運
動
も
お
終
ひ
だ
」
と
考
え
「
沈
灘
な
気
分
」
に
な
っ
た
（
芦
田
2
・
2
3
）
。
翌
二
四
日
置
は
、
保
利
が
芦

田
を
往
訪
し
「
幣
原
総
裁
、
芦
田
副
総
裁
と
い
ふ
こ
と
で
行
き
た
い
、
何
と
か
決
心
し
て
く
れ
」
と
迫
っ
た
（
芦
田
2
・
2
4
）
。
結
局
芦
田
は
、

こ
の
時
の
進
歩
党
の
働
き
か
け
に
は
乗
ら
な
か
っ
た
。
二
月
二
六
日
、
芦
田
は
「
総
選
挙
の
後
ま
で
此
儘
で
行
く
」
と
の
「
決
心
」
を
日
記
に

記
し
た
（
芦
田
2
・
2
6
）
。

　
一
方
、
二
月
二
四
日
、
伸
友
会
の
荒
木
、
有
馬
英
二
、
川
崎
、
椎
熊
ら
は
、
協
昆
、
国
民
、
無
所
属
の
三
派
に
対
し
正
式
に
新
党
結
成
を
申

し
入
れ
た
が
、
拒
絶
さ
れ
た
（
読
売
3
・
2
5
）
。
協
民
、
国
画
は
二
党
だ
け
の
合
同
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
両
党
は
、
三
月
八
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⑪

日
、
無
所
属
ク
ラ
ブ
か
ら
も
参
加
者
を
得
て
、
七
八
名
で
国
民
協
同
党
を
結
成
し
た
（
前
掲
『
政
党
年
鑑
』
昭
和
二
士
二
年
、
四
九
～
五
〇
頁
）
。
芦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

田
の
脱
党
工
作
も
首
尾
よ
く
行
か
ず
、
小
会
派
工
作
も
失
敗
し
、
保
守
新
党
運
動
は
再
び
停
頓
し
た
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
月
二
八
日
、
進
歩
党
最
高
幹
部
会
は
、
中
央
選
挙
長
に
犬
養
健
、
副
選
挙
長
に
地
崎
宇
三
郎
、
長
尾
達
生
を
選
ん
だ
（
朝
日
3
・
1
）
。
犬

養
が
選
挙
戦
の
責
任
者
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
二
月
二
二
日
、
す
で
に
石
黒
が
幹
事
長
に
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
と
嬉
遊
っ
て
、
新
党
運
動
に
弾

み
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
犬
養
ら
は
再
度
水
面
下
で
新
党
工
作
を
推
し
進
め
た
。

　
三
月
五
日
、
新
進
会
の
地
崎
宇
三
郎
は
、
芦
田
と
旧
知
の
土
木
工
業
協
会
会
長
菅
原
通
済
の
紹
介
で
芦
田
と
会
い
、
「
私
（
芦
田
の
こ
と
一

筆
者
）
を
首
領
と
す
る
新
党
を
作
る
、
進
歩
党
に
は
五
十
位
の
同
志
は
み
る
」
と
芦
田
に
決
意
を
迫
っ
た
（
芦
田
3
・
－
）
。
翌
六
日
、
犬
養
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

地
崎
は
菅
原
と
会
兇
、
「
相
手
は
極
め
て
真
面
目
」
と
の
印
象
を
与
え
、
菅
原
の
意
を
動
か
し
た
（
芦
田
3
・
7
）
。

　
一
方
、
犬
養
と
地
崎
も
、
芦
田
に
依
然
薪
党
結
成
の
決
意
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
翌
七
日
、
石
黒
と
檜
橋
渡
に
了
解
を
求
め
た
（
読
売
3
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

2
5
）
。
前
年
四
月
に
幣
原
内
閣
が
政
権
居
据
り
を
策
し
た
時
、
「
自
由
党
の
左
、
社
会
党
の
右
」
の
保
守
中
道
新
党
樹
立
工
作
を
行
っ
た
楢
橋
は
、

前
日
の
三
月
六
日
、
進
歩
党
に
入
党
し
て
い
た
（
前
掲
『
政
党
年
鑑
』
昭
和
二
十
三
年
、
二
〇
七
頁
）
。
芦
田
は
、
犬
養
、
地
崎
ら
の
提
案
に
つ
い

て
「
可
な
り
冒
険
で
あ
る
」
と
思
っ
た
が
、
コ
応
大
阪
に
行
っ
て
輻
重
の
保
障
を
得
て
か
ら
決
心
」
す
る
こ
と
に
し
た
（
芦
田
3
・
7
）
。
三

月
九
B
、
芦
田
は
、
西
下
し
た
。
京
都
で
は
、
三
月
｝
○
日
、
＝
日
の
両
日
、
選
挙
の
準
備
を
整
え
（
芦
田
手
帳
3
・
1
0
、
3
・
1
1
）
、
大
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
は
、
三
月
一
二
日
、
商
工
会
議
所
に
参
集
し
た
関
西
の
財
界
人
六
名
の
新
党
「
待
望
」
論
に
耳
を
傾
け
、
芦
田
を
後
援
す
る
と
の
決
議
（
芦

田
手
帳
3
・
1
2
）
を
受
け
て
「
大
に
激
励
」
さ
れ
た
（
芦
田
3
・
7
）
。

　
三
月
一
四
日
、
上
京
し
た
芦
田
は
、
国
民
協
同
党
の
三
木
武
夫
、
松
本
滝
蔵
と
面
談
し
た
。
芦
田
は
、
す
で
に
何
度
も
三
木
か
ら
働
き
か
け

を
受
け
て
い
た
。
三
木
は
芦
田
を
領
袖
に
仰
い
で
小
会
派
を
と
り
ま
と
め
、
こ
れ
に
進
歩
、
自
由
か
ら
の
脱
党
組
を
加
え
て
第
　
党
を
形
成
す

る
構
想
を
抱
い
て
い
た
（
芦
田
2
・
9
、
2
・
1
4
、
3
・
7
）
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
、
三
木
は
、
国
民
協
同
党
が
進
歩
党
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と

を
警
戒
し
、
芦
田
ら
の
新
党
に
気
乗
り
薄
に
な
っ
て
い
た
。
三
木
は
、
芦
田
に
「
（
一
）
芦
田
を
総
裁
に
す
る
こ
と
、
（
二
）
進
歩
党
は
総
員
が
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参
加
し
な
い
こ
と
、
（
三
）
政
綱
の
中
に
協
同
主
義
を
掲
げ
る
こ
と
」
と
い
う
三
条
件
を
示
し
た
。
三
月
一
七
日
、
芦
田
が
「
三
者
い
つ
れ
も

合
体
し
て
薪
党
結
成
準
備
委
員
に
な
ら
う
で
は
な
い
か
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
三
木
は
「
明
十
八
日
党
の
最
高
幹
部
と
相
談
し
て
午
後
返
事
す

る
」
と
答
え
た
（
芦
田
3
・
1
7
）
が
、
芦
田
の
下
に
は
明
確
な
回
答
は
届
か
な
か
っ
た
。
三
月
二
〇
日
、
芦
田
は
「
進
歩
党
が
八
十
、
三
階
組

（
小
会
派
・
無
所
属
の
こ
と
　
　
筆
者
）
が
四
十
、
自
由
党
か
ら
十
人
と
し
て
も
百
三
十
の
大
政
党
で
あ
る
。
そ
れ
を
指
導
す
る
こ
と
が
大
丈
夫

の
～
生
に
於
て
相
当
の
事
業
で
あ
る
」
と
ほ
ぼ
「
決
心
」
を
固
め
た
（
芦
田
3
・
2
0
）
。

　
三
月
一
＝
日
、
犬
養
と
地
崎
は
芦
田
を
訪
問
し
、
「
薪
党
樹
立
に
関
す
る
共
同
声
明
書
」
（
読
売
3
・
2
3
）
の
「
下
相
談
」
を
し
た
（
芦
田
3
・

2
3
）
。
同
日
、
芦
田
は
、
犬
養
の
要
請
で
斎
藤
を
訪
問
し
了
解
を
求
め
た
。
斎
藤
は
「
…
…
新
党
運
動
は
混
乱
を
増
す
懸
り
だ
、
凡
て
は
選
挙

後
に
譲
る
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。
芦
田
が
そ
の
旨
を
犬
養
、
地
崎
に
伝
え
る
と
、
犬
養
は
直
ち
に
「
少
壮
組
」
を
動
員
し
て
斎
藤
、
一
松
、
木

村
ら
進
歩
党
出
身
閣
僚
を
往
訪
さ
せ
説
得
に
努
め
た
（
芦
田
3
・
2
3
、
読
売
3
・
2
3
）
。

　
一
方
、
倉
橋
は
、
三
月
二
二
日
、
幣
原
総
裁
に
薪
党
工
作
に
つ
い
て
経
過
を
報
告
し
、
承
認
を
求
め
た
。
そ
の
日
、
進
歩
党
は
、
最
高
幹
部

会
を
開
い
て
正
式
に
新
党
結
成
を
決
定
し
た
。
新
党
の
名
称
は
各
紙
と
も
「
日
本
罠
主
党
」
と
な
る
も
の
と
報
じ
て
い
た
（
朝
日
2
・
2
3
、
読
売

2
・
2
3
、
毎
日
2
・
2
3
）
が
、
役
員
に
つ
い
て
は
、
『
朝
日
』
（
同
前
）
が
総
裁
幣
原
、
副
総
裁
芦
田
、
『
読
売
』
（
同
前
）
が
総
裁
幣
原
、
『
毎
日
』

（
同
前
）
は
公
選
、
と
そ
れ
ぞ
れ
予
測
は
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
食
い
違
い
は
、
自
進
合
同
論
と
「
革
新
」
的
保
守
新
党
論
と
い
う
新

党
構
想
を
め
ぐ
っ
て
の
対
立
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
自
縛
合
同
論
を
と
る
幣
原
は
、
翌
二
三
日
、
命
懸
を
特
使
と
し
て
吉
田
の
も
と
に
派
遣
し
た
。
三
橋
は
吉
田
に
「
幣
原
総
裁
か
反
対
を
固
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
〕

せ
ハ
自
然
党
よ
り
浮
上
る
へ
き
形
勢
に
在
り
て
、
新
党
運
動
を
阻
止
し
兼
ぬ
二
付
、
幣
原
男
も
自
由
党
と
の
連
繋
ハ
充
分
二
強
固
に
し
自
改
両

党
の
構
成
の
上
に
立
つ
吉
田
内
閣
之
根
本
的
基
礎
ニ
誰
何
等
動
揺
せ
し
め
さ
る
事
を
条
件
と
し
同
意
す
る
こ
と
と
成
り
た
る
」
と
述
べ
た
。
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

田
は
こ
れ
を
「
一
応
了
承
」
し
、
楢
橋
に
向
か
っ
て
「
幣
原
総
裁
を
誠
心
誠
意
擁
護
の
態
度
に
同
仁
様
二
希
望
」
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
三
月
二
二
日
、
芦
田
は
、
自
由
党
の
本
部
建
設
費
と
し
て
金
一
封
を
寄
付
し
（
前
掲
霜
露
年
鑑
』
昭
和
二
十
三
年
、
五
一
頁
）
、
翌
二
三
日
自
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由
党
を
脱
党
し
た
（
読
売
3
・
2
5
）
。
芦
田
は
、
脱
党
声
明
で
「
目
前
に
迫
る
危
機
を
突
破
」
す
る
た
め
に
政
党
が
「
真
剣
に
救
国
運
動
に
挺
身

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
運
動
は
「
資
本
と
経
営
と
労
力
と
の
坦
懐
な
協
力
に
侯
つ
べ
き
も
の
」
で
あ
り
「
国
民

大
衆
と
の
血
の
つ
な
が
り
を
生
命
扁
と
す
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
「
過
去
の
無
気
力
と
封
建
的
色
彩
と
を
一
掃
し
て
、
真
に
民
主
的
に

運
営
せ
ら
れ
る
薪
政
党
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
説
い
た
（
芦
田
日
記
3
・
2
3
）
。
「
革
新
」
的
保
守
新
党
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
芦
田
の

頭
の
中
に
あ
っ
た
の
は
保
守
中
道
政
党
で
あ
っ
た
。
後
に
芦
田
は
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
で
の
細
川
隆
元
と
の
対
談
（
5
8
・
3
・
2
5
）
で
「
そ
も
そ

も
わ
れ
わ
れ
の
狙
っ
た
と
こ
ろ
は
、
終
戦
後
の
巳
本
と
い
う
も
の
は
、
も
と
の
逆
コ
ー
ス
に
入
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
、
極
端
な
左
も
い
け
な

い
ん
だ
、
ど
う
し
て
も
中
道
の
、
保
守
政
党
と
い
え
ど
も
革
新
的
な
保
守
党
で
な
く
ち
ゃ
な
ら
ん
と
い
う
、
一
つ
の
夢
を
持
っ
て
お
っ
た
ん
だ

か
ら
」
と
語
っ
て
い
る
（
細
川
隆
元
『
隆
元
の
わ
が
宰
相
論
』
山
手
書
房
、
一
九
七
六
年
、
＝
　
六
頁
）
。

　
三
月
二
六
日
、
進
歩
党
は
、
常
議
員
会
を
開
き
、
新
党
樹
立
と
と
も
に
進
歩
党
を
解
党
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
（
朝
日
3
・
2
7
）
、
三
月

三
一
日
、
京
橋
公
会
堂
に
お
い
て
、
新
党
の
結
党
式
が
行
わ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
結
党
式
に
は
、
新
党
に
参
加
す
る
代
議
士
を
は
じ
め
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

支
部
代
表
ら
五
〇
〇
余
名
が
出
席
し
た
（
読
売
4
・
－
）
。
結
党
式
で
、
党
名
は
、
「
日
本
」
を
冠
せ
ず
「
民
主
党
」
と
す
る
こ
と
、
総
裁
人
事

に
つ
い
て
は
、
総
裁
を
置
か
ず
に
、
幣
原
を
最
高
顧
問
、
斎
藤
隆
夫
を
筆
頭
と
し
て
、
芦
田
均
、
～
松
定
吉
、
河
合
良
成
、
木
村
小
左
衛
門
、

犬
養
健
、
檎
橋
渡
の
七
人
を
最
高
委
員
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
（
朝
日
4
・
－
）
。
総
裁
人
事
を
め
ぐ
っ
て
は
、
幣
原
総
裁
に
固
執
す
る
幣

原
ら
と
、
こ
れ
に
反
対
す
る
芦
田
や
犬
養
、
新
進
会
と
の
問
で
結
党
式
開
会
寸
前
に
い
た
る
ま
で
の
争
闘
が
あ
っ
た
が
、
結
局
芦
田
と
幣
原
の

直
接
の
話
し
合
い
で
妥
協
が
図
ら
れ
た
（
芦
田
3
・
3
1
）
。
最
高
委
員
制
は
両
者
の
力
関
係
の
産
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
役
員
に
は
、
顧
問
に

田
中
万
逸
、
田
中
耕
太
郎
、
林
平
馬
、
幹
事
長
に
野
里
…
武
重
、
政
務
調
査
会
長
に
矢
野
庄
太
郎
が
選
ば
れ
た
。
民
主
党
に
は
、
進
歩
党
の
全
員

　
一
四
名
と
、
自
由
党
か
ら
九
名
、
国
民
協
同
党
か
ら
一
五
名
、
無
所
属
ク
ラ
ブ
か
ら
五
名
、
純
無
所
属
と
日
本
農
民
党
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
～
名

が
参
加
し
、
民
主
党
は
総
数
一
四
五
名
で
衆
議
院
第
一
党
と
な
っ
た
（
読
売
4
・
－
）
。

　
当
日
採
択
さ
れ
た
誓
書
は
「
わ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
暴
力
と
革
命
と
を
避
け
て
、
民
主
実
義
に
徹
し
た
中
正
な
途
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

33 （701）



固
ろ
う
な
資
本
主
義
の
積
弊
を
脱
却
し
つ
・
社
会
主
義
の
非
現
実
性
を
修
正
す
る
方
向
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
、
「
中
道
」
と
「
修
正

資
本
主
義
」
の
主
張
を
押
し
出
し
た
。
ま
た
綱
領
で
は
第
二
項
に
「
総
合
的
経
済
計
画
」
や
「
産
業
の
民
主
化
」
な
ど
の
修
正
資
本
主
義
的
な

経
済
政
策
の
基
調
が
示
さ
れ
、
そ
れ
は
「
政
策
要
綱
」
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
。
「
政
策
要
綱
」
に
は
、
「
重
要
産
業
の
国
家
管
理
」
「
資
本

と
経
営
の
分
離
」
「
経
営
協
議
会
を
活
用
し
て
の
利
潤
分
配
制
」
な
ど
の
政
策
が
掲
げ
ら
れ
、
「
財
政
収
支
の
健
全
化
」
「
政
府
支
出
の
抑
制
等

通
貨
安
定
措
置
」
「
税
制
改
正
断
行
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
所
得
の
捕
捉
」
「
国
負
担
の
公
平
化
」
な
ど
の
イ
ン
フ
レ
対
策
も
列
挙
さ
れ
て
い
た
（
前

掲
『
政
党
年
鑑
撫
昭
和
二
十
三
年
、
二
〇
九
～
二
～
○
頁
）
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
石
橋
財
政
は
、
二
野
ゼ
ネ
ス
ト
後
、
産
業
資
金
配
分
計
画
、
金
融
機
関
融
資
準
則
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
年
）
度

健
全
予
算
の
編
成
な
ど
の
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
を
採
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
自
由
主
義
経
済
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
そ
の
政
策
の
基
調
に
変
化
は

　
　
　
⑲

な
か
っ
た
。
石
橋
は
、
E
S
S
の
統
制
強
化
策
に
抵
抗
し
、
逆
に
統
制
の
緩
和
さ
え
主
張
し
て
い
た
。
そ
こ
で
三
月
＝
日
、
E
S
S
局
長

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
石
橋
蔵
相
宛
覚
書
を
発
し
、
戦
時
の
よ
う
な
統
制
会
社
等
の
民
間
団
体
を
通
じ
て
で
は
な
く
政
府
に
よ
る
直
接
統
制
を
求
め

た
。
さ
ら
に
三
月
二
二
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
吉
田
首
相
宛
に
書
簡
を
送
り
政
府
に
経
済
安
定
本
部
に
よ
り
総
合
的
経
済
金
融
統
舗
措
置
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
る
こ
と
を
求
め
た
。
民
主
党
の
「
綱
領
」
や
「
政
策
要
綱
」
に
み
ら
れ
る
修
正
資
本
主
義
的
な
経
済
政
策
は
、
こ
う
し
た
情
勢
に
鋭
敏
に
対

応
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
①
進
藤
榮
一
「
解
題
一
日
記
と
人
と
生
涯
1
」
（
前
掲
『
芦
田
均
目
記
価
第
　
　

一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。

「
巻
所
収
）
を
参
照
。
こ
の
他
、
戦
前
期
の
芦
田
の
活
動
に
ふ
れ
た
最
近
の
論
著

に
、
富
田
信
男
『
芦
田
政
権
・
二
二
凶
日
』
（
過
量
出
版
周
、
一
九
九
二
年
）
、
増

田
弘
「
芦
田
均
ー
イ
ン
テ
リ
の
文
入
政
治
家
」
（
渡
邊
昭
夫
編
咽
戦
後
日
本
の

宰
相
た
ち
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
、
所
収
）
、
五
百
旗
頭
真
帆
占
領
期

首
相
た
ち
の
新
日
本
無
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

右
の
論
著
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
戦
前
の
芦
田
の
事
績
を
織
り
込
ん
だ
評
伝
文

学
作
品
と
し
て
、
宮
野
澄
『
最
後
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
・
芦
田
均
』
（
文
藝
春
秋
、

②
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ω
に
つ
い
て
は
、
進
藤
同
前
瞥
解
題
－
目
記
と
人

　
と
生
涯
一
」
一
四
頁
及
び
同
「
第
一
巻
解
説
－
財
戦
と
制
憲
と
一
」
（
前

　
掲
『
芦
田
均
日
記
螂
第
一
巻
所
収
）
四
九
頁
、
同
「
芦
田
均
と
戦
後
改
革
1

　
”
保
守
本
流
”
論
に
関
す
る
一
考
案
1
」
（
『
国
際
政
治
』
第
八
五
号
）
六
四
～

　
六
五
頁
、
㈲
と
偶
に
つ
い
て
は
、
御
厨
貴
「
昭
和
二
〇
年
代
に
お
け
る
第
二
保
守

　
党
の
軌
跡
i
革
茸
田
均
日
記
隔
『
重
光
日
記
』
に
み
る
茸
田
・
重
光
・
三
木

　
1
」
（
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
瞼
九
）
二
九
一
～
二
九
二
頁
、
幡
に
つ
い
て
は
、
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進
藤
同
前
粗
土
一
巻
解
説
i
財
戦
と
制
憲
と
一
」
四
王
～
四
七
頁
、
五
｝
頁

　
～
五
二
頁
を
参
照
。

③
す
で
に
進
藤
「
芦
田
均
と
戦
後
改
革
」
六
一
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近

　
福
永
前
掲
『
占
領
下
中
道
政
権
の
形
成
と
崩
壊
』
一
二
五
頁
、
竹
中
佳
彦
「
中
道

　
政
権
指
導
者
の
追
放
問
題
一
芦
田
均
・
西
尾
宋
広
の
不
追
放
決
定
の
過
程

　
一
」
（
欄
北
九
州
大
学
法
政
論
集
輪
第
二
五
巻
第
二
・
三
合
併
号
）
な
ど
の
実
証

　
的
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

④
「
国
際
連
盟
脱
退
に
関
す
る
詔
書
」
（
～
九
三
三
年
三
月
二
七
日
）
の
こ
と
。

　
武
田
祐
吉
監
修
『
歴
代
詔
勅
全
集
駈
第
七
巻
（
河
出
啓
房
、
【
九
四
二
年
）
二
九

　
五
⊥
二
〇
一
頁
を
参
照
。

⑤
進
藤
前
掲
「
第
一
巻
解
説
一
敗
戦
と
綱
憲
と
一
」
四
二
頁
及
び
同
前
掲

　
「
芦
田
均
と
戦
後
改
革
」
六
二
頁
。

⑥
進
藤
前
掲
「
第
一
巻
解
説
－
敗
戦
と
制
憲
と
一
」
五
一
～
五
二
頁
。

⑦
拙
論
前
掲
門
民
主
党
成
立
の
序
幕
」
一
三
五
頁
～
一
三
六
頁
。

⑧
保
利
は
「
と
に
か
く
私
た
ち
の
考
え
は
、
混
乱
し
た
世
情
の
な
か
で
、
旧
態
依

　
然
た
る
後
向
き
の
政
党
で
な
く
、
芦
磁
さ
ん
を
擁
し
て
清
新
は
つ
ら
つ
の
政
党
を

　
作
り
、
戦
後
保
守
の
本
流
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
し
た
わ
け
だ
」
と
團
想
し
て
い

　
る
（
前
掲
『
戦
後
政
治
の
覚
書
』
…
＝
頁
）
。

⑨
第
囲
次
連
立
工
作
に
つ
い
て
は
、
増
田
弘
『
石
橋
湛
山
占
領
政
策
へ
の
抵

　
抗
睡
（
草
国
社
、
　
｝
九
八
八
年
）
　
一
三
七
一
一
四
｝
二
頁
及
び
同
『
公
職
追
放
　
｝
二

　
大
政
治
パ
ー
ジ
の
研
究
臨
（
岩
波
二
曹
、
一
九
九
六
年
）
一
二
〇
～
＝
一
四
頁
が

　
詳
し
い
。
な
お
、
両
岡
前
書
は
「
第
四
次
連
立
工
作
し
を
「
第
三
次
連
立
工
作
」

　
と
呼
称
し
て
い
る
が
、
「
第
四
次
連
立
工
作
」
と
し
た
方
が
適
切
で
あ
る
。

⑩
悪
友
会
の
人
数
は
、
『
朝
日
』
（
2
・
2
3
）
で
は
六
｝
名
、
『
読
売
睡
（
2
・
2
3
）

　
で
は
六
二
名
と
な
っ
て
い
る
Q

⑪
国
民
協
同
党
の
結
成
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
塩
崎
弘
明
「
戦
後
民
主
政
治
と

　
「
協
同
主
義
」
…
一
協
同
党
の
系
譜
一
」
（
『
純
心
女
子
短
期
大
学
紀
要
隔
第
二

　
五
集
）
（
八
五
）
頁
～
（
八
六
）
頁
及
び
竹
中
佳
彦
「
戦
後
B
本
の
協
同
主
義
政
党
」

　
（
『
日
本
政
治
学
会
年
報
』
一
九
九
八
年
）
～
八
二
頁
一
一
八
三
頁
を
参
照
。

⑫
二
月
二
七
日
、
犬
養
は
G
S
に
呼
ば
れ
ロ
ウ
ス
ト
政
治
課
長
以
下
五
入
か
ら
党

　
情
、
選
挙
計
画
、
党
財
政
、
党
員
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
特
に
興
味
深
い
の
は
、
犬
養
が
、
ω
芦
田
の
自
由
党
内
に

　
お
け
る
影
響
力
を
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
（
新
党
へ
の
参
加
者
は
約
　
五

　
名
と
し
て
い
る
）
、
働
新
進
会
の
指
導
者
と
し
て
小
坂
、
翔
崎
、
坪
川
、
中
老
会

　
の
指
導
者
と
し
て
地
崎
、
長
尾
、
保
利
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
、
㈹
石
橋
の
政
策
に

　
同
意
し
て
い
な
い
こ
と
、
㈲
協
民
党
の
三
木
が
進
歩
党
の
政
策
を
高
く
評
価
し
て

　
い
る
と
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
保
守
新
党
運
動
の
状
況
を

　
物
語
っ
て
余
り
あ
る
。
ま
た
G
S
は
、
進
歩
党
に
つ
い
て
「
犬
養
の
野
心
と
幣
原

　
の
ト
ー
リ
i
主
義
の
手
段
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
と
辛
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
は
と
く
に
党
財
政
の
不
明
朗
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
（
ζ
国
窯
○
カ
》
客
－

　
U
¢
ζ
閃
○
幻
↓
出
国
○
閏
H
罰
男
　
O
O
く
団
幻
窯
ζ
国
累
↓
ω
国
O
日
賦
O
客
　
く
℃
．
閤
．

　
菊
○
図
ω
↓
γ
．
．
簗
8
人
力
く
臼
≦
≦
H
8
踏
曳
d
麟
巴
函
①
昌
〈
℃
δ
σ
q
葉
叢
く
Φ
評
量
〉

　
、
、
b
↓
閏
Φ
鐸
慧
蔓
響
一
下
メ
O
o
Q
〈
じ
u
＞
O
一
一
Q
。
9
。

⑬
菅
原
通
済
『
通
済
一
代
㎏
下
巻
（
実
業
之
世
界
社
、
一
九
六
七
年
）
一
七
九
頁

　
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
菅
原
は
、
地
崎
、
犬
養
、
石
黒
、
槍
橋
渡
ら
を
料
亭
「
金
田

　
中
」
に
呼
び
出
し
、
ω
芦
田
を
総
裁
に
す
る
こ
と
、
働
芦
田
の
持
参
金
な
し
、
㈹

　
芦
田
は
た
っ
た
一
人
で
脱
党
す
る
こ
と
、
と
い
う
条
件
で
「
膝
詰
め
だ
ん
ぱ
ん
」

　
を
し
た
と
い
う
。

⑭
拙
論
前
掲
m
鉱
主
党
成
立
の
序
幕
」
＝
七
頁
。

⑮
開
芦
田
日
記
隔
（
3
・
7
）
に
よ
れ
ば
、
杉
道
助
（
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
）
、

　
岩
井
雄
二
郎
（
岩
井
産
業
社
長
）
、
大
原
総
一
郎
（
倉
敷
紡
績
社
長
）
、
稲
畑
太
郎

　
（
稲
畑
産
業
社
長
）
、
片
桐
秀
皿
（
日
本
毛
織
輸
出
組
合
常
務
理
事
）
、
進
藤
竹
次
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郎
（
東
洋
紡
績
常
務
）
。
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
岩
井
雄
二
郎
は
経
済
同
友

　
会
創
立
時
の
幹
事
で
あ
っ
た
（
岡
崎
哲
二
・
菅
山
真
次
・
西
沢
保
・
米
倉
誠
一
郎

　
『
戦
後
日
本
経
済
と
経
済
同
友
会
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
二
七
頁
）
。
ま

　
た
｝
九
四
七
年
～
月
～
日
の
時
点
で
、
岩
井
雄
二
郎
と
稲
畑
太
郎
は
経
済
同
友
会

　
関
西
支
部
幹
事
、
大
原
総
一
郎
は
同
車
部
員
で
あ
っ
た
（
関
西
経
済
同
友
会
編

　
集
・
発
行
『
関
西
経
済
同
友
会
五
十
年
史
輪
、
｝
九
九
七
年
、
嗣
九
頁
）
。

⑯
昭
和
ワ
不
二
年
］
三
月
二
十
三
日
付
林
譲
治
宛
吉
田
茂
書
翰
（
『
吉
田
茂
書

　
翰
漏
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
、
五
｝
五
頁
）
。

⑰
『
芦
田
日
記
葱
（
3
・
2
3
）
に
は
「
党
の
事
務
室
と
政
調
事
務
員
と
に
五
、
○
○

　
○
円
」
を
贈
っ
た
、
と
あ
る
だ
け
で
こ
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

⑱
新
党
の
名
称
を
「
幾
主
党
」
と
し
「
日
本
」
が
冠
せ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ

　
い
て
は
不
詳
。
因
に
、
幣
原
は
、
三
月
二
五
日
の
進
歩
党
幹
部
会
で
新
党
名
と
し

　
て
「
中
央
党
」
を
主
張
し
て
い
た
（
読
売
3
・
2
6
）
。

⑲
　
鈴
木
前
掲
『
現
代
日
本
財
政
史
同
上
巻
向
九
二
～
三
一
七
頁
及
び
「
特
集
・
転

，
機
に
立
つ
石
橋
財
政
」
（
魍
東
洋
経
済
新
報
』
〈
4
7
・
2
・
8
＞
）
を
参
照
。

⑳
通
商
産
業
省
通
商
産
業
政
策
史
編
纂
委
員
会
噸
通
商
産
業
政
策
史
第
二
巻

　
－
第
工
期
　
戦
後
復
興
ω
I
l
晦
（
通
商
産
業
門
経
会
、
｝
九
九
一
年
）
二
八

　
四
一
二
九
～
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
禁
止
命
令
に
よ
っ
て
二
ニ
ゼ
ネ
ス
ト
は
収
束
を
み
た
が
、
変
革
情
勢
が
す
ぐ
に
鎮
静
化
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
も
世
上
で
は
「
三
月
危
機
」
説
が
流
布
さ
れ
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
禁
止
命
令
を
発
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
週

間
後
吉
田
首
相
宛
に
総
選
挙
施
行
を
命
ず
る
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
う
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
策
の
眼
目
は
、
二
つ
の
命
令
に
よ
り
左
右
の
両

極
端
を
排
し
た
「
中
道
」
の
枠
組
み
を
改
め
て
明
示
し
て
危
機
を
回
避
し
、
そ
こ
に
占
領
改
革
を
続
行
す
る
た
め
の
安
定
的
な
政
治
秩
序
を
つ

く
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
そ
の
政
治
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
経
済
政
策
と

し
て
石
橋
財
政
に
代
わ
っ
て
統
制
経
済
政
策
を
選
択
し
、
そ
の
政
策
を
実
施
し
う
る
政
権
の
誕
生
を
待
望
し
た
の
で
あ
る
。
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト

後
、
「
超
然
内
閣
反
対
」
を
叫
ん
で
既
成
保
守
勢
力
を
批
判
し
、
修
正
資
本
主
義
の
政
綱
を
引
っ
提
げ
て
誕
生
し
た
新
進
会
の
運
動
は
、
図
ら

ず
も
こ
う
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向
に
保
守
陣
営
の
内
部
か
ら
応
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
新
進
会
の
展
開
し
た
第
三
次
連
立
工
作
は
、
「
中
道
」
の
枠
組
み
の
中
に
「
救
国
連
立
内
閣
」
を
「
実
現
」
し
安
定
的
政
治
秩
序
を
作
り
あ

げ
る
試
み
だ
っ
た
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
中
道
の
左
の
限
界
内
に
位
置
す
る
勢
力
た
る
社
会
党
、
と
り
わ
け
右
派
、
と
の
連
立
政
権
を
樹
立
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す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
が
進
め
た
第
三
次
連
立
工
作
は
石
橋
財
政
存
続
問
題
で
つ
ま
つ
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
党
が
同
調
で

き
る
条
件
で
石
橋
財
政
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
限
り
、
連
立
政
権
の
樹
立
は
夢
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
社
会
党
と
の
連
立
を

追
い
求
め
る
よ
り
も
、
社
会
党
に
連
立
を
提
唱
す
る
保
守
党
側
の
「
革
新
」
こ
そ
が
先
決
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
三
次
連
立
工
作

が
行
き
詰
ま
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
総
選
挙
実
施
命
令
書
簡
が
発
表
さ
れ
る
や
、
薪
進
会
は
、
進
歩
党
の
党
略
を
「
革
新
」
的
保
守
新
党
樹
立

へ
と
転
換
さ
せ
、
水
面
下
で
進
め
て
い
た
工
作
を
公
然
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
保
守
「
革
新
」
の
大
立
て
者
で
あ
る
自
由
党
の
芦
田
均
を
領
袖
と

し
て
仰
ぐ
工
作
を
成
功
さ
せ
、
前
途
は
洋
々
で
あ
る
か
に
見
え
た
。

　
だ
が
、
「
革
新
」
的
保
守
新
党
樹
立
と
い
う
党
略
を
実
現
す
る
た
め
の
運
動
は
直
線
的
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
自
進
合
同
論
に
固
執
す
る
幣

原
ら
党
の
要
路
と
の
ま
さ
に
「
血
み
ど
ろ
の
闘
」
（
芦
田
2
・
1
0
）
が
必
要
と
さ
れ
た
。
別
の
異
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
進
歩
党
を
「
中
道
」

の
右
側
に
引
き
戻
そ
う
と
す
る
勢
力
と
の
激
し
い
綱
引
き
争
い
を
演
じ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
か
く
し
て
新
進
会
の
進
め
る
保
守
新
党
運
動
は
、

石
橋
や
河
合
の
進
め
た
第
四
次
連
立
工
作
に
よ
り
停
頓
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
四
次
連
立
工
作
の
失
敗
は
、
ま
た
し
て
も
、
石
橋

財
政
の
抜
本
的
転
換
な
く
し
て
は
社
会
党
と
の
連
立
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
教
え
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
自
由
主
義
経
済
政
策
を
奉
じ
る
保

守
党
で
は
社
会
党
と
の
連
立
政
権
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
犬
養
と
新
進
会
、
芦
田
ら
が
共
有
す
る
修

正
資
本
主
義
理
念
・
政
策
が
も
つ
意
味
が
あ
っ
た
。
し
か
も
財
界
に
は
、
同
様
に
修
正
資
本
主
義
を
主
張
す
る
経
済
同
友
会
が
存
在
し
た
。

　
四
月
選
挙
が
近
づ
く
と
、
選
挙
準
備
態
勢
を
つ
く
る
思
惑
も
加
わ
り
、
進
歩
党
は
保
守
新
党
樹
立
を
党
是
と
す
る
が
、
新
党
構
想
を
め
ぐ
っ

て
、
幣
原
ら
の
自
署
合
同
論
と
犬
養
や
新
進
会
の
「
革
新
」
的
保
守
新
党
論
と
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
保
守
新
党
運
動
は
両
者
の
激
し
い
せ
め
ぎ

あ
い
の
中
で
進
ん
だ
。
こ
の
過
程
は
、
国
民
協
同
党
を
樹
立
し
た
三
木
武
夫
ら
の
思
惑
も
加
わ
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
。
こ
の
中
に
あ
っ
て

芦
田
は
時
と
し
て
逡
巡
さ
え
み
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
犬
養
や
新
進
会
が
主
導
す
る
形
で
、
三
月
三
｝
日
、
宣
言
・
綱
領
に
「
中
道
」
と

「
修
正
資
本
主
義
」
を
謳
う
衆
議
院
第
一
党
（
一
四
五
名
）
の
艮
主
党
が
成
立
し
た
。

　
民
主
党
が
、
犬
養
や
新
進
会
、
そ
し
て
芦
田
ら
「
革
新
」
的
保
守
新
党
論
者
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
誕
生
し
、
経
済
政
策
と
し
て
修
正
資
本
主
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義
を
奉
じ
る
保
守
中
道
政
党
と
し
て
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
た
こ
と
は
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
社
会
党
と
の
連
立
工
作
の
最
大
の
障
害
で
あ
っ

た
石
橋
財
政
問
題
の
解
決
を
容
易
に
し
、
自
進
保
守
連
立
政
権
と
は
異
な
る
連
立
政
権
が
樹
立
さ
れ
る
現
実
的
可
能
性
を
作
り
出
し
た
。
そ
れ

は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
「
中
道
」
の
枠
組
み
の
中
に
統
制
経
済
政
策
を
実
施
し
う
る
政
権
の
誕
生
を
待
望
し
た
二
ニ
ゼ
ネ
ス
ト
後
の
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
政
治
志
向
が
現
実
化
し
て
い
く
条
件
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
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国
立
舞
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工
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学
校
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鶴
市
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The　Formation　of　the　Democratic　Party（民主党）

The　Political　Orientation　of　Douglas　MacArthur　and　the　Movement

for　the　Establishment　of　the　New　Conservative　’Refomist’　Party

　　　　after　the　General　Strike　of　February　1，　1947　in　Japan

by

MIKAWA珂i

　　The　unprecedented　revolutionary　upsurges　during　the　period　of　the　General

Stti｛e　of　February　1，1947　iil　Japan　convereged　l皿to　the　bi】th　of　the、1〈atayama

Tetsu片山哲centrist　coalition　cabinet，　through　the　23rd　general　election　on　Apri1

25．　What　occurred　during　this　political　process？　This　probiem　is　treated　here　by

focusing　on　the　period　from　after　the　General　Strike　until　the　23rd　general

election．　The　objects　examined　are　as　follows．

　　First，　the　political　orientation　of　Douglas　MacArtltur　as　the　Supreme　Com－

mander　for　the　Allied　Powers　is　considered．　MacArthur　boped　a　govemment

would　be　formed　that　could　carry’directed　economy　policies’into　effect　Witl血the

framework　of　’the　middle　course’　excluding　the　extreme　right　and　the　extreme

left，血place　of　the　first　Yoshida　Shigeru吉田茂cabinet，　with　a　view　to

moderating　the　surging　waves　of　the　revolutionary　situation　as　well　as　coping　with

the　‘March　Crisis’．

　　Second，　the　movement　of　the　conservative　political　forces　is　illurninated．　The

up－and－coming　young　rnembers　of　the　House　of　RepreseRtatives　belonging　to　the

Japan　Progressive　Party（日本進歩党），　of　whom　lnuleai　Taleeru犬養健was　the

leading　figure，　were　deveioping　the　conservative　’reform’　movement．　After　tlte

General　Strike　they　organized　a　political　group，　named　Shinshinkai（新進会）and

ventured　on　a　third　politicai　maneuver　to　form　a　coatition　govemment　with　the

Social　Democratic　Party　of　Japan（日本杜会党）．　Though　their　attempt　collapsed，

they，　together　with　lnuhai　Takeru　and　Ashidα　Hitoshi芦田均，　head　of　the　political

affairs　investigation　co㎜mittee　of　the　Japan　Liberal　Party（日本自由党），　went　on

to　push　the　movement　forward　for　the　establishment　of　the　new　conservative

‘reformist’　party　and，　overcomhg　dithculties，　succeeded　in　forrning　the　Democratic

Party　on　March　31，　1947．

　　The　formation　of　the　Democratic　Party，　a　conservative　centrist　party　ado－

vocating　‘the　golden　mean’　and　‘modified　capitalism’，　meant　that　the　conditions

for　the　realization　of　the　political　orientation　of　Douglas　MacArthur　after　the

General　Stnke　had　been　generated．
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